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今月の主な内容
☆平成19年度決算報告…………………………………②～⑥
☆財政再建進捗状況報告……………………………………⑦
☆平成19年度決算に基づく健全化判断基準等の公表……⑧
☆「裁判員制度」って何？住民説明会を開催します！　
　農村下水道に加入して快適な生活環境を！……………⑨
☆平成20年第3回泉崎村議会定例議会報告…………⑩～⑪
☆今月の話題……………………………………………⑫～⑮
☆ Information…………………………………………⑯～⑰
☆健康いちばん………………………………………………⑱
☆こちらパイン食楽部・献血に御協力をお願いします！
　スプレー缶の取扱いについて……………………………⑲
☆愛郷の輝き交流事業「お米の出来も最高！」…………⑳
☆介護老人保健施設　泉崎南東北ケアセンター（仮称）　　  
　介護職員及び事務職員の募集について…………………㉑

☆新刊のお知らせ・火災予防運動実施中…………………㉒
☆村立病院よりお知らせ・休日救急当番医表……………㉓
☆第20回市町村対抗福島県縦断駅伝競走大会概要………㉔
☆県中学駅伝男子４位入賞！女子28位…………………㉕
☆みんなの広場　……………………………………………㉖
☆みんなの声…………………………………………………㉗
☆行事…………………………………………………………㉘

秋の泉崎路をクラシックカーが駆け抜ける!
クラシックカーの祭典　ラ・フェスタ・ミレミリア２００８
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いずみざき　２

款 平成19年度 平成18年度 伸率％
１村税 1,341,578 1,259,110 6.5
２地方譲与税 51,082 103,779 △50.8
３利子割交付金 2,386 1,819 31.2
４配当割交付金 1,809 1,419 27.5
５株式等譲渡所得割交付金 831 992 △16.2
６地方消費税交付金 72,356 71,784 0.8
７ゴルフ場利用税交付金 6,077 5,079 19.6
８自動車取得税交付金 17,327 18,769 △7.7
９地方特例交付金 5,670 16,993 △66.6
10地方交付税 804,798 778,303 3.4
11交通安全対策特別交付金 1,611 1,662 △3.1
12分担金及び負担金 13,682 14,058 △2.7
13使用料及び手数料 34,257 34,859 △1.7
14国庫支出金 80,337 82,323 △2.4
15県支出金 101,182 111,677 △9.4
16財産収入 4,361 2,952 47.7
17寄附金 6,316 13,429 △53.0
18繰入金 158,829 727,256 △78.2
19繰越金 69,576 19,490 257.0
20諸収入 74,229 89,779 △17.3
21村債 123,915 177,000 △30.0

歳入合計 2,972,209 3,532,532 △15.9

款 平成19年度 平成18年度 伸率％

１議会費 66,903 64,410 3.9

２総務費 315,685 258,949 21.9

３民生費 545,584 570,852 △ 4.4

４衛生費 532,385 502,120 6.0

５労働費 5 67 △ 92.5

６農林水産業費 103,564 116,825 △ 11.4

７商工費 38,863 281,632 △ 86.2

８土木費 386,490 403,036 △ 4.1

９消防費 110,132 110,544 △ 0.4

10 教育費 383,941 376,069 2.1

11 災害復旧費 0 41,152 皆減

12 公債費 469,009 737,300 △ 36.4

歳出合計 2,952,561 3,462,956 △ 14.7

６０億７千９百万円
大切に使いました ◇一般会計　２９億５千２百万円

◇特別会計　１９億１千２百万円
◇企業会計　１２億１千５百万円

　

泉
崎
村
財
政
状
況
の
作
成
及
び
公
表
に
関
す
る
条
例
第
２
条
の
規
定
に

基
づ
き
、
平
成
19
年
度
の
決
算
状
況
を
公
表
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
19
年
度
の
各
会
計
の
決
算
が
ま
と
ま
り
、
９
月
定
例
村
議
会
に
お

い
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
自
主
的
財
政
再
建
計
画
（
第
Ⅱ
期
）
に
基
づ
き
、

経
費
の
節
減
、住
宅
用
地
・
工
業
用
地
の
販
売
に
積
極
的
に
取
組
み
な
が
ら
、

限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に
使
い
住
民
福
祉
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

平
成
19
年
度
の
歳
出
決
算
額
は
、
一
般
会
計
29
億
５
，
２
５
６
万
１
千

円
、
特
別
会
計
19
億
１
，
１
８
０
万
２
千
円
、
企
業
会
計
12
億
１
，

５
０
７
万
３
千
円
で
合
計
60
億
７
，
９
４
３
万
６
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
19
年
度
一
般
会
計
決
算
は
、
歳
入
総
額
29
億
７
，
２
２
０
万
９
，

２
２
５
円
、歳
出
総
額
29
億
５
，２
５
６
万
５
４
１
円
で
実
質
収
支
額
は
１
，

９
６
４
万
８
，
６
８
４
円
と
な
り
、
平
成
17
年
度
、
平
成
18
年
度
に
続
き

黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
歳
入
歳
出
科
目
の
前
年
度
と
の
比
較

に
つ
い
て
は
、
別
表
「
平
成
19
年
度
歳
入
歳
出
決
算
額
」
の
と
お
り
で
す
。

　

歳
入
で
は
、
村
税
に
お
い
て
税
源
移
譲
に
よ
り
個
人
村
民
税
が
49
・
３
％

と
大
き
く
伸
び
た
こ
と
か
ら
、
村
民
税
で
27
・
９
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

固
定
資
産
税
が
０
・
６
％
の
増
、
軽
自
動
車
税
は
３
・
２
％
の
増
、
市
町
村

た
ば
こ
税
は
１
・
８
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
目
的
税
に
つ
い
て

は
、
入
湯
税
が
３
・
０
％
の
減
と
な
っ
て
お
り
、
村
税
全
体
で
は
、
８
２
，

４
６
８
千
円
、
６
・５
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

税
以
外
の
主
な
歳
入
に
つ
い
て
前
年
度
と
比
較
し
て
み
ま
す
と
、
地
方

交
付
税
２
６
，
４
９
５
千
円
（
３
・
４
％
）、
繰
越
金
５
０
，
０
８
６
千
円

（
２
５
７
％
）
増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
地
方
譲
与
税
５
２
，
６
９
７
千

円
（
△
50
・
８
％
）、
県
支
出
金
１
０
，
４
９
５
千
円
（
△
９
・
４
％
）、
地

域
開
発
事
業
等
か
ら
の
繰
入
金
５
６
８
，
４
２
７
千
円
（
△
78
・
２
％
）、

諸
収
入
１
５
，
５
５
０
千
円
（
△
17
・
３
％
）、
村
債
５
３
，
０
８
５
千
円

（
△
30
％
）
な
ど
が
昨
年
度
よ
り
減
額
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
歳
入
総

額
で
は
、
５
６
０
，
３
２
３
千
円
（
15
・
９
％
）
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
に
つ
い
て

平成１9年度歳出決算額

平成１9年度歳入決算額
平成19年度一般会計決算

（単位：千円）

（単位：千円）
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総額
　

次
に
歳
出
に
お
い
て
は
、
義
務
的
経
費
で
あ
り
ま
す
人
件
費
で
、
負

担
留
保
し
て
お
り
ま
し
た
退
職
手
当
組
合
負
担
金
の
積
立
再
開
に
よ

り
７
１
，
８
７
９
千
円
（
10
・
６
％
）、
扶
助
費
が
１
８
，
８
４
７
千

円
（
11
・
７
％
）、
住
宅
団
地
造
成
工
事
費
の
繰
上
償
還
に
よ
る
普
通

建
設
事
業
６
２
，
３
３
５
千
円
（
28
・
８
％
）
増
加
し
て
お
り
ま
す
が
、

地
域
開
発
事
業
会
計
か
ら
の
借
入
金
の
減
少
に
よ
り
ま
す
補
助
費
等

３
４
８
，
４
２
２
千
円
（
△
36
・
２
％
）、
償
還
完
了
や
、
振
興
基
金
の

繰
上
償
還
金
の
減
少
に
よ
る
公
債
費
２
６
８
，
２
９
１
千
円
（
△
36
・

４
％
）、
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
１
４
，
４
４
２
千
円
（
△
４
・
０
％
）、

災
害
復
旧
費
４
１
，
１
５
２
千
円
な
ど
が
減
少
し
、
歳
出
総
額
で
は
、

５
１
０
，
３
９
５
千
円
（
△
14
・７
％
）
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

村
で
は
、
今
後
も
住
宅
用
地
・
工
業
用
地
の
積
極
的
な
販
売
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
自
主
的
財
政
再
建
計
画
に
基
づ
き
経
費
の
節
減
に
努

め
、
健
全
な
財
政
運
営
の
早
期
実
現
に
向
け
て
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

財
政
ひ
と
口
メ
モ

▼
地
方
交
付
税
：
所
得
税
な
ど
国

が
徴
収
し
た
税
金
の
中
か
ら
、
村

の
財
政
状
況
に
応
じ
て
交
付
さ
れ

る
お
金
。
▼
国
庫
・
県
支
出
金
：

特
定
の
目
的
の
た
め
に
、
国
や
県

か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
。
▼
村
債
：

村
の
借
金
の
こ
と
。
大
き
な
事
業
を

行
う
た
め
に
、
国
や
金
融
機
関
か
ら

借
り
入
れ
る
お
金
。
▼
地
方
消
費

税
交
付
金
：
県
が
地
方
消
費
税
と

し
て
徴
収
し
、
人
口
割
合
な
ど
に

応
じ
て
交
付
さ
れ
る
お
金
。
▼
地

方
譲
与
税
：
国
が
徴
収
し
た
自
動

車
重
量
税
な
ど
か
ら
配
分
さ
れ
る

お
金
。
▼
地
方
特
例
交
付
金
：
恒

久
的
な
減
税
に
伴
う
減
収
を
補
う

た
め
に
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
。

▼
繰
入
金
：
各
種
基
金
の
取
り
崩

し
及
び
他
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
る

お
金
。
▼
補
助
費
等
：
各
種
団
体

へ
の
補
助
金
や
病
院
、
水
道
事
業

会
計
な
ど
へ
の
補
助
金
。
▼
扶
助

費
：
児
童
福
祉
や
障
害
者
等
を
援

助
す
る
た
め
の
お
金
。
▼
公
債
費
：

村
債
返
済
の
た
め
の
お
金
。
▼
物

件
費
：
委
託
料
や
使
用
料
、
光
熱

水
費
、
消
耗
品
費
、
臨
時
職
員
の

賃
金
、
備
品
購
入
費
、
修
繕
料
な

ど
。
▼
繰
出
金
：
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
な
ど
へ
の
繰
出
金
。
▼

投
資
及
び
出
資
金
・
貸
付
金
：
工

業
・
住
宅
用
地
造
成
事
業
会
計
へ

の
出
資
金
な
ど
。
▼
維
持
補
修
費
：

施
設
や
道
路
な
ど
の
維
持
補
修
費
。

▼
普
通
建
設
事
業
費
：
道
路
や
学

校
な
ど
の
住
民
生
活
に
必
要
な
も

の
を
建
設
す
る
経
費
。

平成19年度決算報告
項　　目 平成19年度 平成18年度 増減率

村民税 358,166 280,051 27.9%
固定資産税 896,756 891,257 0.6%
軽自動車税 13,061 12,661 3.2%
たばこ税 60,585 61,722 △1.8%
特別土地保有税 0 0 -
入湯税 13,010 13,419 △3.0%

計 1,341,578 1,259,110 6.5%

項　　目 平成19年度 平成18年度 増減率
人件費 750,829 678,950 10.6%
物件費 275,359 265,265 3.8%
維持補修費 5,114 2,293 123.0%
扶助費 180,312 161,465 11.7%
補助費等 614,263 962,685 △36.2%
普通建設事業費 278,990 216,655 28.8%
災害復旧費 0 41,152 皆減
公債費 469,009 737,300 △36.4%
積立金 3,337 563 492.7%
投資及び出資金 10,094 10,932 △7.7%
貸付金 23,000 29,000 △20.7%
繰出金 342,254 356,696 △4.0%

計 2,952,561 3,462,956 △14.7%

■性質別歳出内訳

■村税の内訳

歳出総額　２９億５,２５６万１千円 歳入総額　２９億７,２２０万９千円
議会費  2.3％

総務費
10.7％

民生費  18.5％

衛生費
18.0％

労働費  
0.0％

農林水産業費  3.5％
商工費
1.3％

土木費
13.1％

消防費  3.7％

教育費
13.0％

公債費
15.9％

その他  3.8％

村税 45.1％

地方譲与税  
1.7％

地方消費税交付金
2.4％

自動車所得税交付金
0.6％

地方交付税
27.1％

使用料・手数料  
1.2％

国庫支出金 2.7％
県支出金    3.4％
繰入金   5.3％

村債  4.2％
諸収入 2.5％

（単位：千円）

（単位：千円）
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買
取
条
件
付
き
賃
貸
借
契
約
、

企
業
立
地
促
進
条
例
を
積
極
的
に

Ｐ
Ｒ
し
て
販
売
活
動
を
実
施
し
て

参
り
ま
し
た
が
、
契
約
ま
で
に
は

至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
結
果
、

収
益
的
収
支
で
は
、
企
業
４
社
か

ら
賃
貸
料
な
ど
、
当
年
度
純
利
益

５
，
６
０
４
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

資
本
的
収
支
で
は
、
当
年
度
利
益

の
一
部
で
２
，
３
１
９
千
円
を
一

般
会
計
に
貸
し
付
け
ま
し
た
。

　

経
済
情
勢
は
緩
や
か
な
回
復
基

調
を
見
て
い
る
と
い
う
も
の
の
、

バ
ブ
ル
の
崩
壊
や
、
年
金
積
立
金

の
運
用
面
で
の
懸
念
報
道
が
経
済

不
安
を
生
じ
さ
せ
、
個
人
消
費
に

ブ
レ
ー
キ
が
か
か
っ
た
状
況
を
迎

え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
下
、
村
で
は
現
地

無
料
招
待
会
や
首
都
圏
で
の
「
田

舎
暮
ら
し
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
等
の
実

施
に
よ
り
、
天
王
台
住
宅
団
地
で

19
年
度
末
、
２
，
５
６
４
．
７
３

㎡
を
売
却
し
、
未
売
却
面
積
は
、

３
２
，
５
２
２
．
９
９
㎡
と
な
っ

て
い
ま
す
。
収
益
的
収
支
で
は
、

当
年
度
純
利
益
１
２
，
０
１
３
千

円
と
な
り
、
資
本
的
収
支
で
は
、

当
年
度
損
益
勘
定
留
保
資
金
と
純

利
益
で
７
１
，
０
４
５
千
円
を
一

般
会
計
へ
貸
し
付
け
ま
し
た
。 平

成
19
年
度
企
業
会
計
決
算
報
告

住
宅
用
地
造
成
事
業
会
計

工
業
用
地
造
成
事
業
会
計

資　本　的　収　支
収入
貸付金償還金 54,035

収入合計 54,035

支出
　他会計貸付金 71,045
　他会計出資金返還金 47,402
　納付金 11,942

支出合計 130,389

資　本　的　収　支
収入
貸付金償還金 4,873

収入合計 4,873

支出
　他会計貸付金 2,319
　他会計出資金返還金 4,873
　納付金 1,353

支出合計 8,545

（単位：千円）

（単位：千円）

収益的支出総額
１億３０７万５千円

収益的支出総額
２９８万４千円

収益的収入総額
１億１，５０８万８千円

収益的収入総額
８５８万８千円

土地売却原価
62.8％

64,750千円

給与費
28.5％
29,337千円

一般管理費
8.7％
8,988千円

土地売却収益
66.1％

76,044千円

他会計補助金
33.9％
39,044千円

一般管理費
100％
2,984千円

他会計補助金
41.8％
3,588千円その他営業収益

58.2％
5,000千円
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平
成
19
年
度
病
院
事
業
に
よ
る

収
益
的
収
入
は
５
億
７
９
１
万
４

千
円
、
支
出
は
５
億
２
，
５
７
５

万
３
千
円
で
、
１
，
７
８
３
万
９

千
円
の
純
損
失
と
な
り
ま
し
た
。

　

入
院
患
者
数
は
、
２
万
５
６
３

人
、
外
来
患
者
数
は
１
万
６
，
８

６
５
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
村
の
平
成
19
年
度
末
給
水
人

口
は
、
５
，
８
２
５
人
で
普
及
率

は
85
・
49
％
、
ま
た
給
水
戸
数
は

１
，
９
４
９
戸
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

総
配
水
量
は
１
１
４
万
２
，
６

７
６
㎥
で
前
年
と
比
較
し
て
２
，

４
３
７
㎥
の
増
と
な
り
、
一
日
最

大
で
は
４
，
１
３
８
㎥
、
一
日

平
均
で
は
３
，
１
２
２
㎥
で
し
た
。

　

今
後
も
水
需
要
の
増
加
に
対
応

し
た
安
定
的
な
水
道
用
水
の
確
保

に
努
め
つ
つ
、
な
お
一
層
の
経
費

の
節
減
等
を
図
り
、
効
率
的
な
経

営
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

病
院
事
業
会
計

水
道
事
業
会
計

資　本　的　収　支
収入
　出資金 9,459

収入合計 9,459

支出
　企業債償還金 14,187

支出合計 14,187

資　本　的　収　支
収入
企業債 98,900

収入合計 98,900

支出
　建設改良費 381
　企業債償還金 156,481

支出合計 156,862

（単位：千円）

（単位：千円）

収益的支出総額
５億２，５７５万３千円

収益的支出総額
２億７，３２７万８千円

収益的収入総額
５億７９１万４千円

収益的収入総額
２億８，３９５万円

その他0.3％
1,546千円

給与費
66.9％
351,874千円

経費15.6％
82,150千円

材料費6.7％
35,396千円

減価償却費
2.4％
12,764千円

訪問看護費6.4％
33,352千円

支払利息及び企業債取扱諸費 
1.7％ 8,671千円

入院収益
54.8％
278,429千円

外来収益
15.5％
78,838千円

その他医業収益
4.6％
23,225千円

訪問看護収益
5.0％
25,476千円

他会計負担金16.4％
83,545千円

他会計補助金
2.8％13,996千円

その他
0.9％4,405千円

原水及び
浄水費
43.8％
119,589千円

減価償却費
25.8％
70,478千円

企業債利息
21.5％
58,913千円

総係費5.8％
16,003千円

配水及び給水費2.9％
7,822千円 その他 0.2％

473千円

給水収益
64.4％
182,762千円

他会計補助金
34.9％
99,157千円

その他営業収益
0.7％
2,027千円

その他営業外収益
0.0％ 4千円

業　　務　　量

年間患者数
　　（入院）20,563人
　　（外来）16,865人
１日平均患者数
　　（入院）　 56.2人
　　（外来）  58.0人

＊水道事業会計は、消費税を含めない金額となっています。



広報

いずみざき　６

用語の解説　◆財政調整基金：年度間の財源の不均衡を調整するためのもの。◆減債基金：地方債（国等
からの借入金）の返済に充てる財源を積み立てるもの。◆交通遺児奨学基金：交通遺児の奨学金にあてる
もの。◆地域福祉基金：高齢者等の在宅福祉の向上と保健福祉の増進の事業に充てるもの。◆ふるさと水
と土保全対策基金：土地改良施設の機能を適正に発揮させるための事業に充てるのも。◆土地開発基金：
公用及び公共用に供する土地を取得するために充てるもの。◆教育振興基金：学校等の振興に充てるもの。
◆育英基金：経済的理由により修学困難な学生に対する奨学資金に充てるため。◆介護給付費準備基金：
介護保険事業の運営により生じた剰余金を管理するため積み立てるもの。

平
成
19
年
度
特
別
会
計
決
算
報
告

基　　　金　　　名 金　　額
財 政 調 整 基 金 324,613
減 債 基 金 186,725
ふるさと水と土保全対策基金 6,504
地 域 福 祉 基 金 101,426
教 育 振 興 基 金 14,258
交 通 遺 児 奨 学 基 金 1,405
介 護 給 付 費 準 備 基 金 25,419
育 英 基 金 70,625
土 地 開 発 基 金 1,640

計 732,615

税　目 平成19年 平成18年 比　較 伸  率
村 民 税 51,072 39,757 11,315 28.5%
固 定 資 産 税 127,870 126,527 1,343 1.1%
た ば こ 税 8,639 8,762 △123 △1.4%
軽 自 動 車 税 1,862 1,797 65 3.6%
特別土地保有税 0 0 0 -
入 湯 税 1,855 1,905 △50 △2.6%

計 191,298 178,748 12,550 7.0%

会　　計　　名 金　額
一 般 会 計 5,985,785
農業集落排水処理事業特別会計 1,963,678
水 道 事 業 会 計 1,135,362
病 院 事 業 会 計 271,526

会　　　計　　　名 借入残額
一 般 会 計 0円

一時借入（平成20年5月末）

基金現在高（平成19年度末）地方債現在高（平成19年度末）

村税の状況（村民１人当りの村税額）　　

人口は平成19年3月31日及び平成20年3月31日現在の住民基本台帳による。

特別会計名 歳　入 歳　出 差　引

農業集落排水処理事業特別会計 293,239 283,169 10,070

老 人 保 健 特 別 会 計 628,631 623,636 4,995

介 護 保 険 特 別 会 計 299,616 287,619 11,997

国民健康保険特別会計

その他の特別会計

歳出合計
7億1,737万8千円

歳入合計
7億2,682万5千円

その他1.1％7,887千円

保険給付費
62.0％
444,684千円

老人保健拠出金
13.2％
94,904千円

共同事業拠出金
11.4％
81,632千円

介護納付金
6.2％44,269千円

総務費4.4％31,610千円 保健事業費1.7％12,392千円

国民健康保険税
27.6％
200,346千円

国庫支出金
29.7％
216,127千円

療養給付費交付金
11.3％
82,534千円

繰入金10.9％
78,921千円

県支出金4.9％
35,725千円

共同事業交付金
9.7％
70,353千円

繰越金5.6％
40,381千円

その他0.3％
2,438千円

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：円）

（単位：千円）
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財政再建進捗状況報告
　財政再建につきましては、村民の皆様のご理解とご協力をいただきながら取り組みを進めているところであ

りますが、平成１１年度末における特別会計事業等の赤字６，８２６，２７２千円の、平成１９年度末の解消状

況についてお知らせします。

平成１９年度末までの各事業別赤字解消額　＊（A）の内訳

◆住宅用地造成事業　２４０，０００千円の造成工事代
金を支払い、工事代金は全額支払
い完了となりました。

　　　　　　　　　　　工事代金総額２，００８，１９０
　　　　　　　　　　　千円
◆工業用地造成事業　　〈平成１９年度における赤字解消

額はありませんでした。〉

工業用地造成事業合計の赤字
３，８６９，２９０千円

墓地公園造成事業の赤字
２７７，６０８千円

※平成１６年度において全額解消

サイクリグターミナル特別会計の赤字
１１３，１０４千円

※平成１２年度において全額解消

住宅用地造成事業の赤字合計
２，５６６，２７０千円

赤字解消額
2,066,270千円
（81％）

赤字残額
500,000千円
（19％）

赤字残額
500,000千円
（19％）

赤字解消額
2,110,688千円
（55％）

販売面積84.1ha

赤字残額
１,716,770千円
（44％）
残面積13.8ha

赤字残額
１,716,770千円
（44％）
残面積13.8ha

買取予約額
41,832千円（1％）
買取予約面積0.4ha

㊟平成２０年度までに企業１社より買取予約のある工業
用地０．４haの販売見込額

赤字解消額
4,567,670千円
（67％）

赤字解消見込額㊟
41,832千円（1％）

赤字残額
2,216,770千円
（32％）

赤字残額
2,216,770千円
（32％）

特別会計事業等の赤字
解消状況＊（A)

工業用造成事業 住宅用造成事業

平成１９年度の赤字解消額　　240,000千円
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平成１９年度決算に基づく健全化判断比率等の公表
　平成１９年６月に「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」が制定されました。この法律では、財政
状況を客観的に表し、財政の早期健全化や再生の必要性を判断するため、「健全化判断比率（実質赤字比率、
連結実質赤字比率、実質公債費比率、将来負担比率）」と「資金不足比率」という財政指標が定められ、平成
１９年度決算から各比率の公表が義務づけされることになりました。また、各比率には基準が定められており、
平成２０年度決算の比率から基準を上回った場合は、基準未満とすることを目標とした財政健全化計画の策定
等が必要となります。
　泉崎村の平成１９年度決算に基づく各比率は下表のとおりです。平成２０年度決算に基づく比率では歳出削
減などを行い基準を下回るよう努力して参ります。

（注）「－」は、実質赤字額又は連結実質赤字額がないため、比率が算定されないことを表します。

（注）「－」は、資金の不足額がないため、比率が算定
されないことを表します。

用　語　の　解　説

１　健全化判断比率　　　　　　　　　　　　　　　　

２　資金不足比率　

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率
泉崎村の比率 － － ２６．３％ １５１．３％
＊早期健全化基準 １５．０％ ２０．０％ ２５．０％ ３５０．０％
＊財政再生基準 ２０．０％ ４０．０％ ３５．０％

　　　　　　　一般会計等を対象とした実質赤字額
　　　　　　（※）の標準財政規模（※）に対する比率。
　福祉、教育、まちづくり等を行う一般会計等の赤
字の程度を指標化し、財政運営の悪化の度合いを示
すものです。
　　　　　　　一般会計等が負担する元利償還金及

び準元利償還金（※）の標準財政規模
に対する比率。 

　借入金の返済額及びこれに準じる額の大きさを指
標化し、資金繰りの程度を示すものです。この比率
は３ケ年平均で、上表の２６．３%は１７、１８、
１９年度の平均です。 

　　　　　　　全会計を対象とした実質赤字額又は
資金の不足額 ( ※ ) の標準財政規模に対
する比率。

　すべての会計の赤字や黒字を合算し、地方公共団
体全体としての赤字の程度を指標化し、財政運営の
悪化の度合いを示すものです。

　　　　　　　一般会計等が将来負担すべき実質的
な負債の標準財政規模に対する比率。

　一般会計等の借入金や将来支払っていく可能性の
ある負担等（退職手当、一部事務組合、第三セクター
への負担見込額など）の現時点での残高を指標化し、
将来財政を圧迫する可能性の度合いを示すものです。

　　　　　　　公営企業会計ごとの資金の不足額の
事業の規模に対する比率。

　公営企業の資金不足を、公営企業の事業規模であ
る事業収入の規模と比較して指標化し、経営状態の
悪化の度合いを示すものです。なお宅地造成事業で
ある工業会計と住宅会計は（資本＋負債）が事業規
模になります。

実質赤字
比 　  率

将来負担
比    率

資金不足
比　　率

実質公債
費 比 率

連結実質
赤字比率

公営企業会計の名称 資金不足比率
病院事業会計（法適用） －
水道事業会計（法適用） －
工業用地造成事業会計（法適用） －
住宅用地造成事業会計（法適用） －
農業集落排水処理事業特別会計（法非適用） －
＊経営健全化基準 ２０．０％

※実質赤字額：当該年度に属すべき収入と支出との実質的な差額をみるもので、形式収支から翌年度に繰り越すべき財源を控除した額。
※標準財政規模：合理的かつ妥当な水準において行政を行うための標準的な一般財源の規模を示したもので、標準税収入額（法定普通税の

基準税額の合計）等に普通交付税を加算した額。
※資金の不足額：公営企業ごとに資金収支の累積不足額を表すもので、法適用企業は流動負債の額から流動資産の額を控除した額を基本と

し、法非適用企業は一般会計等の実質赤字額と同様に算定した額を基本とする。（法適用企業は企業会計方式により経理
が行われ、法非適用企業は一般会計と同じく、地方自治法に基づく財務処理を行う。）

※準元利償還金：元利償還金に準ずるとされるもので、公営企業に対する一般会計からの繰出金のうち公営企業が発行した地方債の元利償
還金に充てたとされる額や一部事務組合等が発行した地方債の元利償還金に対する負担金、また債務負担行為（数年度に
わたる工事を一括して契約するなど将来の財政支出を約束する行為）に基づく支出のうち元利償還金に準ずるものなど。
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農村下水道に加入して快適な生活環境を!
　泉崎村の農村下水道（農業集落排水処理施設）が平成18年４月現在で7施設が供用開始となっております。
つきましては、各家庭の接続工事を進められまして、一日も早くご利用くださるようお願いいたします。

加入手続きは？ 工事費はかかるの？

使用料は？

加　入　者

指定業者

村　役　場

指定業者

加　入　者

・下水工事指定業者の選定

・指定業者工事承認申請書提出
・排水設備新設計画承認申請書提出

・申請書の内容を調査し受付
・計画承認書を業者に送付

・工事着工届提出
・工事竣工届提出

・排水施設使用開始届提出　　　　　
→使用開始

図２のように各家庭の台所、風呂、トイレ等から公共
桝までの接続配管工事費用は、個人負担となります。

図２　一般住宅配管標準図
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１ヶ月当り、世帯割が２, １００円＋人数割３２０円
（例）４人家族の１ヶ月の使用料、２, １００円＋３２０円×４人で３, ３８０円となります。

問い合わせ先　建設水道課　　電話５３－２１１４直通

　裁判員制度は、国民から選ばれる裁判員が、刑事裁判に参加する制度です。６人の裁判員と３人の裁判官が、
刑事裁判に立ち会い、被告人が有罪か無罪か、有罪の場合はどのような刑にするかを判断します。
　この制度は平成２１年５月２１日から始まります。
　泉崎村でも毎年１２名程度の方が裁判員候補者として選ばれます。選挙管理委員会では、制度について理
解していただくことを目的に説明会を開催いたしますので、是非ご参加ください。

期日：平成２０年１１月１７日（月）
　　　午後７時～８時３０分

場所：泉崎村中央公民館　「大研修室」

問い合わせ先：選挙管理委員会　☎５３－２１１１

「裁判員制度」って何？
住民説明会を開催します！
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平
成
20
年
第
３
回
（
９
月
）
泉
崎
村
議
会
定
例
会
は
、
９
月

８
日
に
召
集
告
示
が
さ
れ
、
９
月
10
日
〜
17
日
ま
で
の
８
日
間

の
会
期
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

提
出
さ
れ
ま
し
た
議
案
は
、
認
定
５
件
、
報
告
２
件
、
議
案

11
件
、
議
員
発
議
３
件
の
計
21
件
で
、
９
月
17
日
に
議
案
審
議

が
行
わ
れ
、
全
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
一
般
質
問
に
つ
き
ま
し
て
は
、
議
会
改
革
の
一
環
と

し
て
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
、
９
月
13
日
土
曜
日
に
開
催
さ

れ
、
５
名
の
議
員
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
請
願
書
２
件
、
陳
情
書
１
件
、
が
提
出
さ
れ
、
全
て

採
択
と
な
り
ま
し
た
。

定 

例 

議 

会 

報 

告

【
認　
　
　

定
】　　
　
　

【
認
定
第
１
号
】
平
成
19
年
度

泉
崎
村
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

に
つ
い
て

○
「
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
」

に
つ
い
て
は
、
歳
入
総
額
２
、

９
７
２
、２
０
９
、２
２
５
円
歳

出
総
額
２
、９
５
２
、５
６
０
、

５
４
１
円
で
、
実
質
収
支 

１

９
、６
４
８
、６
８
４
円
の
黒
字

決
算
と
な
り
ま
し
た
。「
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
」
に
つ
い
て
は
、
歳
入
総
額

７
２
６
、８
２
５
、４
７
０
円
、

歳
出
総
額
７
１
７
、３
７
８
、

４
１
１
円
で
、
実
質
収
支
９
、

４
４
７
、０
５
９
円
と
な
り
ま

し
た
。「
老
人
保
健
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
」
に
つ
い
て
は
、

歳
入
総
額
６
２
８
、６
３
０
、６

２
２
円
、
歳
出
総
額
６
２
３
、

６
３
５
、５
５
９
円
で
、
実
質

収
支
４
、９
９
５
、０
６
３
円
と

な
り
ま
し
た
。「
農
業
集
落
排
水

処
理
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
」
に
つ
い
て
は
、
歳
入
総

額
２
９
３
、２
３
９
、１
７
６
円
、

歳
出
総
額
２
８
３
、１
６
９
、３

５
８
円
で
、
実
質
収
入
１
０
、

０
６
９
、８
１
８
円
と
な
り
ま

し
た
。「
介
護
保
険
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
」
に
つ
い
て
は
、

歳
入
総
額
２
９
９
、６
１
６
、３

７
８
円
、
歳
出
総
額
２
８
７
、

６
１
８
、８
６
７
円
で
、
実
質

収
支
１
１
、９
９
７
、５
１
１
円

と
な
り
ま
し
た
。

【
認
定
第
２
号
】
平
成
19
年
度

泉
崎
村
水
道
事
業
会
計
決
算
の

認
定
に
つ
い
て

○
事
業
収
益
２
９
３
、１
７
７
、

５
３
２
円
、
事
業
費
用
２
８
２
、

４
８
７
、５
６
１
円
で
、
資
本

的
収
入
９
８
、９
０
０
、０
０

０
円
、
資
本
的
支
出
１
５
６
、

８
６
２
、５
８
５
円
で
、
損
益

計
算
書
に
お
い
て
当
年
度
純
利

益
１
０
、６
７
１
、８
２
１
円
と

な
り
ま
し
た
。

【
認
定
第
３
号
】
平
成
19
年
度

泉
崎
村
病
院
事
業
会
計
の
認
定

に
つ
い
て

○
事
業
収
益
５
０
７
、９
１
４
、

２
１
５
円
、
事
業
費
用
５
２
５
、

７
５
３
、４
９
０
円
、
資
本
的

収
入
９
、４
５
９
、０
０
０
円
、

資
本
的
支
出
１
４
、１
８
７
、１

０
５
円
で
、
損
益
計
算
書
に
お

い
て
当
年
度
純
損
失
１
７
、８

３
９
、２
７
５
円
と
な
り
ま
し

た
。

【
認
定
第
４
号
】
平
成
19
年
度

泉
崎
村
工
業
用
地
造
成
事
業
会

計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

○
事
業
収
支
８
、５
８
７
、８
０

０
円
、
事
業
費
用
２
、９
８
３
、

７
０
５
円
、
資
本
的
収
入
４
、

８
７
３
、０
０
０
円
、
資
本
的

支
出
８
、５
４
５
、１
４
５
円
で
、

損
益
計
算
書
に
お
い
て
当
年
度

純
利
益
５
、６
０
４
、０
９
５
円

と
な
り
ま
し
た
。

【
認
定
第
５
号
】
平
成
19
年
度

泉
崎
村
住
宅
用
地
造
成
事
業
会

計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

○
事
業
収
益
１
１
５
、０
８
８
、

２
４
３
円
、
事
業
費
用
１
０
３
、

０
７
４
、８
５
６
円
、
資
本
的

収
入
５
４
、０
３
５
、０
０
０
円
、

資
本
的
支
出
１
３
０
、３
８
８
、

８
５
５
円
で
、
損
益
計
算
書
に

お
い
て
当
年
度
純
利
益
１
２
、

０
１
３
、３
８
７
円
と
な
り
ま

し
た
。

【
報　
　
　

告
】　　
　
　

【
報
告
第
５
号
】
平
成
19
年
度

決
算
に
基
づ
く
健
全
化
判
断
比

率
の
状
況
に
つ
い
て

○
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健

全
化
に
関
す
る
法
律
第
３
条
等

の
規
定
に
基
づ
き
、
健
全
化
判

断
比
率
の
報
告
を
受
け
た
も
の

で
す
。
平
成
19
年
度
決
算
に
お

け
る
３
ヶ
年
平
均
の
実
質
公
債

費
比
率
は
、
２
６
・
３
％
と
な

り
ま
し
た
。

【
報
告
第
６
号
】
村
が
資
本
金

を
出
資
し
て
い
る
法
人
の
経
営

状
況
に
係
る
書
類
提
出
の
件

○
地
方
自
治
法
第
２
４
３
条
の

３
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

泉
崎
観
光
株
式
会
社
第
19
期
の

経
営
状
況
の
報
告
を
受
け
た
も

の
で
す
。

【
議　
　

案
】　　
　
　

【
議
案
第
47
号
】
地
方
自
治
法

の
改
正
に
伴
う
関
係
条
例
の
整

理
に
関
す
る
条
例

○
地
方
自
治
法
の
一
部
が
改
正

さ
れ
、
議
員
の
報
酬
の
支
給
等

に
関
す
る
規
定
が
分
離
さ
れ
、

議
員
の
報
酬
の
名
称
を
議
員
報

酬
に
改
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

「
特
別
職
報
酬
審
議
会
条
例
」

並
び
に
「
議
会
議
員
の
報
酬
、

期
末
手
当
及
び
費
用
弁
償
に
関

す
る
条
例
」
に
お
い
て
「
報
酬

」
を
「
議
員
報
酬
」
に
改
め
た

も
の
で
す
。

【
議
案
第
48
号
】
公
益
法
人
等

へ
の
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
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条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
関
係
法
律
の
題
名
の
変
更
及

び
有
限
会
社
法
の
廃
止
に
伴
い
、

条
例
の
一
部
改
正
を
し
た
も
の

で
す
。

【
議
案
第
49
号
】
白
河
地
方
土

地
開
発
公
社
定
款
の
一
部
変
更

に
つ
い
て

○
関
係
法
令
の
一
部
改
正
に
よ

り
、
監
事
の
職
務
を
規
定
し
て

い
る
根
拠
法
令
が
「
民
法
第
59

条
」
か
ら
「
公
有
地
の
拡
大
の

推
進
に
関
す
る
法
律
第
16
条
第

８
項
」
に
改
正
さ
れ
る
た
め
、

白
河
地
方
土
地
開
発
公
社
定
款

の
変
更
を
行
う
も
の
で
す
。

【
議
案
第
50
号
】
泉
崎
村
地
域

開
発
事
業
に
係
る
土
地
売
却
に

伴
う
精
算
に
つ
い
て

○
地
域
開
発
事
業
の
資
産
処
分

に
伴
う
精
算
を
行
う
も
の
で
す
。

【
議
案
第
51
号
】
平
成
20
年
度

泉
崎
村
一
般
会
計
補
正
予
算
（

第
２
号
）

○
福
島
県
振
興
基
金
繰
上
償
還

分
２
５
０
、０
０
０
千
円
、
住

宅
用
地
造
成
事
業
会
計
借
入
金

償
還
金
７
１
、０
４
５
千
円
、
国

道
４
号
線
熊
野
森
交
差
点
信
号

機
設
置
関
連
村
道
拡
幅
改
良
工

事
６
、０
０
０
千
円
を
計
上
す

る
な
ど
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
２
８
７
、５
８
５
千
円
を
追

加
し
、
予
算
総
額
を
３
，
２

１
８
、４
２
１
千
円
と
し
た
も

の
で
す
。

【
議
案
第
52
号
】
平
成
20
年

度
泉
崎
村
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

○
制
度
改
正
に
よ
る
国
保
税

シ
ス
テ
ム
構
築
費
７
３
５
千

円
を
増
額
補
正
し
、
給
与
改

定
に
よ
る
人
件
費
２
、７
４
９

千
円
を
減
額
す
る
な
ど
、
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
８
５
３
千

円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
を

７
４
４
、６
２
９
千
円
と
し
た

も
の
で
す
。

【
議
案
第
53
号
】
平
成
20
年

度
泉
崎
村
老
人
保
健
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

○
平
成
19
年
度
医
療
費
精
算

に
伴
う
支
払
基
金
償
還
金
１
、

６
７
６
千
円
並
び
に
一
般
会

計
繰
出
金
４
、２
０
０
千
円
を

増
額
補
正
す
る
も
の
で
、
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
、８
７
４

千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

予
算
総
額
を
８
０
、３
３
７
千

円
と
し
た
も
の
で
す
。

【
議
案
第
54
号
】
平
成
20
年

度
泉
崎
村
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

○
積
立
金
８
、１
５
４
千
円
、
給

付
費
清
算
に
伴
う
一
般
会
計
繰

出
金
２
、７
６
４
千
円
等
を
計

上
す
る
も
の
で
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
１
１
、３
３
７
千
円
を

追
加
し
、
予
算
総
額
を
２
８
９
、

７
１
２
千
円
と
し
た
も
の
で
す
。

【
議
案
第
55
号
】
平
成
20
年
度

泉
崎
村
農
業
集
落
排
水
処
理
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

○
事
業
費
２
、５
０
０
千
円
を

減
額
補
正
し
、
予
算
総
額
を
３

９
３
、９
０
０
千
円
と
し
た
も

の
で
す
。

【
議
案
第
56
号
】
平
成
20
年
度

泉
崎
村
工
業
用
地
造
成
事
業
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

○
資
本
的
支
出
に
お
い
て
、
一

般
会
計
貸
付
金
返
還
金
等
２
、

９
２
５
千
円
を
増
額
補
正
し
た

も
の
で
す
。

【
議
案
第
57
号
】
平
成
20
年
度

泉
崎
村
住
宅
用
地
造
成
事
業
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

○
資
本
的
支
出
に
お
い
て
出
資

金
返
還
金
６
４
、７
５
１
千
円
、

一
般
会
計
納
付
金
１
２
、０
１
４

千
円
を
増
額
補
正
し
た
も
の
で

す
。

【
発　
　
　

議
】　　
　
　

【
発
議
第
８
号
】
泉
崎
村
議
会

会
議
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

規
則
の
提
出
に
つ
い
て

○
地
方
自
治
法
の
一
部
が
改
正

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
議
会
活

動
と
し
て
の
全
員
協
議
会
を
会

議
規
則
に
規
定
し
た
も
の
で
す
。

【
発
議
第
９
号
】「
公
共
工
事
に

お
け
る
賃
金
等
確
保
法
」（
仮
称
）

の
制
定
な
ど
公
共
工
事
に
お
け

る
建
設
労
働
者
の
適
正
な
労
働

条
件
の
確
保
に
関
す
る
意
見
書

の
提
出
に
つ
い
て

○
意
見
書
を
地
方
自
治
法
第
99

条
の
規
定
に
基
づ
き
国
等
へ
提

出
す
る
た
め
の 

も
の
で
す
。

【
発
議
第
10
号
】
義
務
教
育
費

国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
と
教
育

予
算
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書

の
提
出
に
つ
い
て

○
意
見
書
を
地
方
自
治
法
第

９
９
条
の
規
定
に
基
づ
き
国
等

へ
提
出
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

【
請 

願 

書
】　　
　
　

○
「
公
共
工
事
に
お
け
る
賃
金

等
確
保
法
」（
仮
称
）
の
制
定
な

ど
公
共
工
事
に
お
け
る
建
設
労

働
者
の
適
正
な
労
働
条
件
の
確

保
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
を

求
め
る
請
願

提
出
者
：
白
河
地
区
建
築
組
合

長○
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

の
堅
持
と
教
育
予
算
の
充
実
を

求
め
る
請
願
書

提
出
者
：
福
島
県
教
職
員
組
合

西
白
河
支
部
長

【
陳 

情 

書
】　　
　
　

○
雇
用
促
進
住
宅
の
買
取
り
を

求
め
る
陳
情
書

提
出
者
：
サ
ン
コ
ー
ポ
ラ
ス
泉

崎
宿
舎　

自
治
会
代
表
他
４
１

名
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幼
稚
園
で
秋
の
大
運
動
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
園
児
た
ち
は
秋
晴

れ
の
空
の
下
、
か
け
っ
こ
や
玉
入
れ
、
可
愛
ら
し
い
踊
り
や
各
種
親

子
競
技
な
ど
の
種
目
を
元
気
い
っ
ぱ
い
笑
顔
で
行
い
ま
し
た
。
保
護

者
の
皆
様
を
始
め
関
係
者
の
皆
様
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

生
ま
れ
故
郷
や
応
援
し
た
い
自
治
体
に
寄
付
し
た
金
額
に
応
じ
て
、

居
住
地
の
住
民
税
な
ど
が
軽
減
さ
れ
る
「
ふ
る
さ
と
納
税 

」
制
度
に

お
い
て
、
本
村
へ
の
ふ
る
さ
と
納
税
件
数
が
県
内
一
と
な
り
ま
し
た

（
９
月
末
日
現
在
）。

　

55
人
目
の
寄
附
者
と
な
っ
た
の
は
、
天
王
台
住
宅
団
地
を
購
入
い

た
だ
い
た
神
奈
川
県
在
住
の
水
野
隆
雄
様
で
、
村
と
し
て
は
最
高
額

と
な
る
３
０
万
円
の
寄
附
金
が
寄
せ
ら
れ
、
ふ
る
さ
と
納
税
で
村
に

寄
せ
ら
れ
た
寄
附
金
総
額
は
合
計
２
，
１
１
４
，
０
０
０
円
、
件
数

に
し
て
55
件
と
な
り
ま
し
た
。

　

寄
附
者
の
多
く
は
、
村
民
の
皆
様
か
ら
御
紹
介
を
い
た
だ
い
た
方
々

や
、
村
内
に
立
地
す
る
企
業
関
係
者
で
、
厳
し
い
財
政
状
況
で
も
頑

張
っ
て
ほ
し
い
と
泉
崎
村
を
応
援
す
る
方
々
で
す
。

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
大
切
な
寄
附
金
は
、『
愛
郷
基
金
』
と
し
て
積
み

立
て
、
子
育
て
支
援
策
や
、
新
庁
舎
建
設
の
足
が
か
り
と
し
て
の
活

用
を
す
す
め
て
い
き
ま
す
。

村長に寄付を手渡す水野隆雄様（右）
夢を決して諦めない！頑張る泉崎村を是非応
援してください。知人にご紹介いただける方、
「ふるさと納税制度」の内容について詳しく
知りたい方ご連絡お待ちしております。
問い合わせ先　
　村行政推進室　☎５３－２４０９

やったー!赤組勝ったよぉ～

お父さん・お母さん、早く～走って～!

にんじん片手に笑顔でゴール!

園長先生とジャンケン勝負!
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第
６
回
こ
ど
も
体
験
く
ら
ぶ
は
、
今
回

料
理
作
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
、
食
生
活
改
善
推
進
員
主
催
で

行
わ
れ
た
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
に
入
賞
し
た

メ
ニ
ュ
ー
、「
野
菜
た
っ
ぷ
り
ミ
ネ
ス
ト

ロ
ー
ネ
」
と
「
カ
ボ
チ
ャ
蒸
し
パ
ン
＆
に

ん
じ
ん
蒸
し
パ
ン
」
を
作
り
ま
し
た
。
材

料
は
、
泉
崎
中
か
ぼ
ち
ゃ
ク
ラ
ブ
の
皆
さ

ん
が
育
て
た
か
ぼ
ち
ゃ
を
使
用
し
、
硬
い

か
ぼ
ち
ゃ
の
カ
ッ
ト
も
お
手
伝
い
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

体
験
く
ら
ぶ
の
参
加
者
は
、
玉
ね
ぎ
の

カ
ッ
ト
に
涙
し
な
が
ら
刻
ん
だ
り
、
手
が

痛
く
な
る
ま
で
人
参
の
す
り
下
ろ
し
に
頑

張
り
ま
し
た
。
出
来
上
が
っ
た
料
理
は
と

て
も
お
い
し
く
、
お
か
わ
り
の
声
が
続
出

し
、
き
れ
い
に
完
食
し
ま
し
た
‼

　

親
子
教
室
が
ア
ク
ア
ワ
ー
ル
ド
・
大

洗
で
開
催
さ
れ
、
小
学
生
と
保
護
者
の

計
12
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
親
子
教
室
は
、
水
族
館
に
展

示
さ
れ
て
い
る
生
物
や
シ
ョ
ー
を
見
学

し
、
水
の
中
の
生
物
が
ど
ん
な
形
を
し
、

ど
ん
な
動
き
を
す
る
の
か
を
学
び
ま
し

た
。

　

イ
ル
カ
・
ア
シ
カ
・
オ
ー
シ
ャ
ン
ラ

イ
ブ
で
は
、
イ
ル
カ
の
ジ
ャ
ン
プ
や
愉

快
な
ア
シ
カ
の
姿
に
歓
声
が
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
タ
ッ
チ
ン
グ
プ
ー
ル
で
は
、

カ
ニ
や
ヒ
ト
デ
な
ど
磯
に
普
通
に
見
ら

れ
る
生
き
も
の
を
手
に
と
っ
て
、
じ
っ

く
り
観
察
し
て
い
ま
し
た
。

10/1910/19

　

泉
崎
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い

て
、
泉
崎
消
防
団
秋
季
検
閲
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

検
閲
で
は
、
消
防
団
員
に
よ
る
き
び

き
び
と
し
た
規
律
訓
練
を
は
じ
め
、
通

常
点
検
、
機
械
器
具
点
検
、
分
列
行
進

が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
退
職
幹
部
へ
の
感

謝
状
贈
呈
や
永
年
勤
続
団
員
の
表
彰
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
36
回
福
島
県
消
防
操
法
白

河
大
会
で
小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
優
勝
し

た
第
３
分
団
第
２
部
、
自
動
車
ポ
ン
プ

の
部
で
３
位
入
賞
を
果
た
し
た
両
分
団

の
素
晴
ら
し
い
操
法
競
技
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。

退
職
幹
部
感
謝
状

　

小
針
重
隆
、
菊
地
勇
、
田
崎
仁
弥
、
藤
田
剛
、
鈴
木
浩
則

永
年
勤
続
団
員

　

丸
山
純
一
、
鈴
木
儀
広
、
三
村
哲
久
、
北
沢
誠
、
中
畑
重
友
、
大
森
満
、

本
柳
光
、
矢
内
武
範
、
石
川
睦
、
箭
内
秀
男
、
半
沢
秀
典
、
中
野
目
誠
、

北
住
達
也
、
本
柳
一
久

県
消
防
操
法
競
技
白
河
支
部
大
会
表
彰
及
び
ポ
ン
プ
操
法
出
場
選
手
感
謝
状

　

箭
内
秀
亮
、香
川
大
和
、鈴
木
雅
貴
、植
田
伸
一
、白
岩
厚
、佐
川
純
人
（
ポ

ン
プ
車
操
法　

第
二
分
団
）

　

海
上
昇
、
木
村
司
、
秋
山
卓
司
、
中
野
目
淳
、
大
野
光
一
（
小
型
ポ
ン

プ
操
法　

第
三
分
団
二
部
）
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平
成
20
年
度
シ
ニ
ア
英
会
話
講
座
の
閉

講
式
を
兼
ね
た
研
修
旅
行
を
開
催
し
ま
し

た
。
研
修
旅
行
で
は
、
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ

ヒ
ル
ズ
、
レ
ジ
ー
ナ
の
森
、
塔
の
へ
つ
り

を
見
学
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
の
は
、受
講
生
、講
師
の
シ
ュ

エ
レ
ン
先
生
と
マ
リ
ア
テ
レ
サ
先
生
、
村

英
語
指
導
助
手
の
テ
リ
ー
先
生
と
ダ
ン
先

生
の
13
名
で
す
。

　

ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ヒ
ル
ズ
で
は
、
マ

ナ
ー
ハ
ウ
ス
（
英
国
荘
園
領
主
の
館
）
を

見
学
し
、
中
世
英
国
の
荘
園
領
主
の
生
活

を
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

帰
り
道
は
、
開
通
し
た
甲
子
ト
ン
ネ
ル

を
通
り
、
赤
や
黄
色
の
彩
り
と
残
さ
れ
た

緑
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
美
し
い
紅
葉
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　

庭
木
剪
定
教
室
は
、
第
一
小
学
校
園

庭
で
剪
定
作
業
を
実
施
し
本
年
度
の
教

室
を
閉
校
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
５
月
か
ら
６
回
に
渡
り
、

村
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
の
松
の
木

を
メ
イ
ン
に
ヒ
バ
や
さ
つ
き
な
ど
の
剪

定
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
教
室
生
も

講
師
の
先
生
の
丁
寧
な
説
明
の
も
と
に

大
変
上
達
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
自
信
を
持
っ
て
各
自
の
庭

の
剪
定
や
親
戚
や
友
人
の
庭
の
剪
定
に

頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

一
年
間
誠
に
ご
苦
労
様
で
し
た
。

　

福
島
市
県
営
あ
ず
ま
球
場
に
お
い

て
、
第
２
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
軟
式

野
球
大
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

泉
崎
チ
ー
ム
は
浅
川
町
チ
ー
ム
と
対

戦
し
１
点
を
争
う
緊
張
し
た
試
合
展
開

で
し
た
が
、
善
戦
む
な
し
く
「
０
―
１
」

で
惜
敗
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

試
合
内
容
で
は
勝
っ
て
い
た
だ
け

に
、
来
年
は
上
位
進
出
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

　

盆
栽
教
室
の
研
修
旅
行
を
開
催
し
ま

し
た
。
研
修
に
は
、
村
内
愛
好
者
10
名

が
参
加
し
、
福
島
市
の
泰
寿
園
と
阿
部

盆
栽
園
の
見
学
と
浄
土
平
周
辺
の
ハ
イ

キ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。

　

盆
栽
園
見
学
で
は
、
園
主
の
二
瓶
さ

ん
と
阿
部
さ
ん
か
ら
吾
妻
五
葉
松
の
盆

栽
に
つ
い
て
説
明
を
い
た
だ
き
、
浄
土

平
周
辺
の
ハ
イ
キ
ン
グ
で
は
、
盆
栽
教

室
講
師
の
遠
藤
さ
ん
か
ら
自
生
し
て
い

る
吾
妻
五
葉
松
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を

い
た
だ
き
な
が
ら
素
晴
し
い
景
色
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、
気

温
が
低
く
少
し
風
が
あ
っ
た
た
め
、
ハ

イ
キ
ン
グ
で
冷
え
た
身
体
を
中
ノ
沢
温

泉
で
温
め
、
疲
れ
を
癒
し
て
い
ま
し
た
。

　　　広報
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泉
崎
第
一
小
学
校
５
年
生
・
６
年
生
の

児
童
82
名
が
午
前
10
時
か
ら
、
泉
崎
第
二

小
学
校
５
年
生
・
６
年
生
の
児
童
56
名
が

午
後
１
時
30
分
か
ら
「
秋
の
全
国
交
通
安

全
運
動
」
の
一
環
と
し
て
交
通
事
故
の
撲

滅
を
願
い
、
鼓
笛
パ
レ
ー
ド
を
実
施
し
て

交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
ご
声
援

を
い
た
だ
き
ま
し
た
沿
道
の
皆
様
、
ご
声

援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

第
４
回
村
内
統
一
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

作
戦
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
道
路
沿
線
の
草
刈
り
・
空

き
缶
・
空
き
瓶
の
回
収
・
ゴ
ミ
集
積
所

の
清
掃
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。
村
民

の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
村
内
が
き
れ

い
に
な
り
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
年
の
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
作
戦
は
、
今
回
で
終
了
と
な
り

ま
す
。
来
年
も
村
民
の
皆
様
の
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

泉
崎
中
学
校
生
徒
会
の
皆
さ
ん
が
障

が
い
者
支
援
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
、
生

徒
や
保
護
者
が
集
め
た
ア
ル
ミ
缶
約

四
万
八
千
個
を
も
と
に
購
入
し
た
２
台

の
車
椅
子
を
、
村
障
が
い
者
支
援
セ
ン

タ
ー
に
寄
付
い
た
し
ま
し
た
。

　

セ
ン
タ
ー
を
運
営
す
る
社
会
法
人
牧

人
会
の
山
下
勝
弘
理
事
長
は
、「
皆
さ

ん
の
温
か
な
心
を
受
け
止
め
て
利
用
さ

せ
て
も
ら
い
ま
す
」
と
感
謝
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。

　

泉
崎
中
学
校
の
生
徒
、
保
護
者
の
皆

様
の
心
温
ま
る
ご
寄
付
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

早
朝
よ
り
役
場
前
で
「
秋
の
全
国
交

通
安
全
運
動
」
テ
ン
ト
村
作
戦
を
実
施

し
、
通
勤
途
中
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
交
通

安
全
家
庭
新
聞
と
ガ
ム
・
ポ
ケ
ッ
ト
テ

ィ
ッ
シ
ュ
を
配
布
し
交
通
安
全
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。
秋
の
全
国
交
通
安
全
運

動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、「
孫
に
手
を　

握

ら
れ
思
う　

交
通
ル
ー
ル
」
で
す
。
交

通
事
故
の
発
生
件
数
は
減
少
し
て
い
ま

す
が
、
事
故
件
数
に
お
け
る
高
齢
者
の

割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
村
民
の

皆
さ
ん
交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
、

そ
し
て
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
気

を
つ
け
て
下
さ
い
。
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○
受
験
資
格　

15
歳
以
上
17
歳

未
満
の
男
子

○
受
付
期
間　

11
月
１
日
㈯
〜

１
月
５
日
㈪

○
試
験
日
・
会
場　

平
成
21
年

１
月
10
日
㈯
・
白
河
市
職
業

訓
練
セ
ン
タ
ー

○
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部

　

白
河
地
域
事
務
所

　

☎
24
―

０
３
７
２

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
21
年

度
第
１
学
期
（
４
月
入
学
）
の

学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の

放
送
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う

通
信
制
の
大
学
で
す
。
働
き
な

が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た

い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、

様
々
な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、

職
業
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
自
然
学
な
ど
、
幅
広
い

分
野
を
学
べ
ま
す
。

　

出
願
期
間
は
平
成
21
年
２
月

28
日
ま
で
。

○
問
い
合
わ
せ
先　

放
送
大
学

福
島
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
024
―

921
―

７
４
７
１

※
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

　

も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

平
日　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　

矢
吹
原
土
地
改
良
区
職
員

（
高
等
学
校
卒
業
程
度
）
採
用

試
験
を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。

○
募
集
職
種　

公
務
員
の
行
政

職
に
相
当
す
る
専
任
職
員
（
庶

務
係
お
よ
び
事
業
系
の
い
ず
れ

か
に
配
属
）

○
採
用
人
数　

若
干
名
（
平
成

21
年
４
月
１
日
付
採
用
）

○
受
験
資
格　

昭
和
54
年
４
月

２
日
か
ら
平
成
２
年
４
月
１

日
生
ま
れ
で
普
通
自
動
車
第

一
種
免
許
を
有
す
る
も
の

　
（
高
卒
見
込
の
場
合
は
取
得

　

見
込
可
）

○
試
験
の
期
日
・
内
容

①
第
１
次
試
験
（
教
養
試
験
・

各
種
適
正
検
査
）
12
月
６
日
㈯

②
第
２
次
試
験
（
小
論
文
・
面

　

接
）
12
月
22
日
㈪

○
受
験
手
続　

受
験
申
込
書
・

各
種
書
類
の
提
出
に
よ
り
出

願
し
ま
す
。

○
受
験
申
込
期
間　

11
月
10
日

㈪
か
ら
11
月
21
日
㈮
ま
で

※
試
験
実
施
要
項
及
び
受
験
申

込
書
等
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ
先　

矢
吹
原
土

地
改
良
区
庶
務
係

　

☎
42
―
３
１
２
１

し
て
く
だ
さ
い
。

　

資
格
要
件
の
質
問
に
は
、
次

の
独
立
法
人
平
和
祈
念
事
業
特

別
基
金
ま
で
。

請
求
に
関
す
る
「
お
問
合
せ
」

や
「
ご
相
談
」
は
無
料
で
す
。

☎
０
１
２
０
―

２
３
４
―

９
３
３

（
月
〜
金
、
午
前
９
時
15
分
〜

午
後
５
時
15
分
、
土
日
祝
日
休
）

　

法
テ
ラ
ス
は
、
様
々
な
法
的

ト
ラ
ブ
ル
で
お
困
り
の
方
に
解

決
の
き
っ
か
け
と
な
る
情
報
を

ご
案
内
し
て
お
り
ま
す
。

　

他
に
も
無
料
法
律
相
談
や
裁

判
費
用
や
弁
護
士
費
用
等
の
立

替
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　

な
お
、
法
テ
ラ
ス
は
国
が
設

立
し
た
公
的
な
法
人
で
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
法
テ
ラ
ス
福
島
）

　

☎
０
５
０
―
３
３
８
３
―
５
５
４
０

国
際
理
解
講
座
の
講
師
経
験

の
あ
る
方

○
定
員　

20
名
程
度
（
10
月
１

日
受
付
開
始
。
定
員
に
な
り

次
第
受
付
締
切
）

○
問
い
合
わ
せ
先　

　

㈶
福
島
県
国
際
交
流
協
会

　

☎
024
―

524
―

１
３
１
５

　

平
和
記
念
事
業
特
別
基
金
で

は
、
い
ま
だ
請
求
さ
れ
て
い
な

い
恩
給
欠
格
者
、
戦
後
強
制
抑

留
者
、
引
揚
者
の
「
ご
本
人
」

に
「
特
別
慰
労
品
」
を
贈
呈
し

て
い
ま
す
（
ご
遺
族
の
方
は
、

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
）。

　
「
引
揚
者
」
は
、
終
戦
の
日
ま

で
引
き
続
き
１
年
以
上
外
地
で

生
活
し
て
い
て
戦
後
引
き
揚
げ

て
き
た
家
族
全
員
が
対
象
で
す
。

　

請
求
書
は
、
保
健
福
祉
課
窓

口
に
あ
り
ま
す
。
請
求
期
限
は

平
成
21
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

未
請
求
の
方
は
、
早
急
に
請
求

　

国
際
化
が
進
む
中
、
ご
く
身

近
に
様
々
な
国
籍
、
言
葉
、
習

慣
が
存
在
す
る
よ
う
に
な
り
、

地
域
に
お
け
る
文
化
の
多
様
性

が
生
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
多
様
な
文
化
が

存
在
す
る
地
域
で
よ
り
暮
ら
し

や
す
い
社
会
を
創
る
た
め
、
通

訳
、
翻
訳
、
外
国
出
身
者
へ
の

日
本
語
学
習
、
ま
た
は
国
際
理

解
講
座
の
講
師
を
し
て
い
た
だ

く
「
ふ
く
し
ま
多
文
化
共
生
サ

ポ
ー
タ
ー
」
の
養
成
講
座
を
白

河
会
場
（
共
催:

白
河
市
国
際

交
流
協
会
）
に
お
い
て
実
施
し

ま
す
。

○
日
時　

11
月
22
日
㈯

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

○
会
場　

白
河
地
域
職
業
訓
練

　

セ
ン
タ
ー

○
対
象
者　

実
用
会
話
程
度
の

日
本
語
と
外
国
語
二
カ
国
語

以
上
が
話
せ
る
方
、
ま
た
は

案
内
案
内

総務課
５３－２１１１

行政推進室
５３－２４０９

住民生活課
５３－２１１２

税務課
５３－２１１３

建設水道課
５３－２１１４

土地販売促進課
５３－２２３８

産業振興課
（農業委員会）
５３－２４３０

会計室
５３－２７３１

議会事務局
５３－２４９９

保健福祉課
５４－１３３３

学校教育課
５４－１５３３

中央公民館
５３－２２５８

生涯学習課
（スポーツ振興係）
５３－３７７５

泉崎村役場代表電話
５３－２１１１

in format ion
お知らせ

informat ion
お 知らせ

募集募集 案内案内 お願いお願い

相談相談催し催し

募
集
募
集

募
集
募
集

募
集
募
集

案
内
案
内

案
内
案
内

　　　広報

17　いずみざき

　

大
企
業
等
の
退
職
者
及
び
退

職
を
控
え
る
シ
ニ
ア
人
材
（
以

下
、
新
現
役
と
称
す
る
）
が
持

つ
豊
富
な
経
験
・
技
術
・
ノ
ウ

ハ
ウ
・
人
脈
は
、
小
規
模
企
業

を
は
じ
め
と
す
る
中
小
企
業
に

と
っ
て
重
要
な
経
営
資
源
と
な

り
ま
す
が
、
他
方
こ
う
し
た
人

材
は
大
企
業
、
大
都
市
に
集
中

し
、
そ
う
し
た
知
識
・
経
験
等

を
必
要
と
す
る
中
小
企
業
や
地

域
社
会
の
需
要
と
の
構
造
的
な

需
給
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
発
生
し

て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
中
小
企
業

庁
で
は
、
新
現
役
が
「
大
企
業

等
か
ら
中
小
企
業
へ
」「
大
都

市
か
ら
地
方
へ
」
と
の
新
た
な

潮
流
を
作
り
だ
す
た
め
の
「
新

現
役
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業
」

を
平
成
20
年
度
か
ら
開
始
し
、

全
国
３
万
人
規
模
の
新
現
役
の

登
録
を
行
う
こ
と
で
、
新
現
役

と
中
小
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

を
支
援
す
る
事
業
で
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ
先　

㈶
福
島 

　

県
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
内

　

経
営
支
援
グ
ル
ー
プ

　

☎
024
―

524
―

４
０
３
７

　

福
島
県
で
は
、
地
球
温
暖
化

の
防
止
と
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

産
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、「
ふ

く
し
ま
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
フ
ェ

ア
２
０
０
８
」
を
開
催
し
ま
す
。

当
日
は
、〝
さ
か
な
ク
ン
〞　

ラ

イ
ブ
ト
ー
ク
を
初
め
、
環
境
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
企
業
等
の
展

示
ブ
ー
ス
・　

体
験
コ
ー
ナ
ー

等
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
開

催
さ
れ
ま
す
。

○
日
時　

12
月
20
㈯
〜
21
日
㈰

○
場
所　

ビ
ッ
ク
パ
レ
ッ
ト
ふ

く
し
ま
（
郡
山
市
安
積
町
）

○
問
い
合
わ
せ
先

　

福
島
県
生
活
環
境
部　

環
境

共
生
課

　

☎
024
―

521
―

７
８
１
３

実
技
講
座　

〜
埴
輪
を
焼
く
〜

埴
輪
づ
く
り
で
出
来
上
が
っ
た

埴
輪
を
、
ま
ほ
ろ
ん
埴
輪
窯
で

焼
成
し
ま
す
。

○
日
時　

11
月
23
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

☆
ど
な
た
で
も
自
由
に
見
学
で

き
ま
す
。

〜
古
代
の
ガ
ラ
ス
技
術
に
ふ
れ

よ
う
〜

　

石
膏
の
型
に
ガ
ラ
ス
の
破
片

を
入
れ
て
溶
か
す
鋳
造
技
法
で

ガ
ラ
ス
の
匂
玉
を
作
り
ま
す
。

○
参
加
対
象　

小
学
生
以
上

　
（
４
年
生
以
下
保
護
者
要
）

○
募
集
人
数　

15
名

○
材
料
費　

３
百
円

○
募
集
締
切
日　

11
月
21
日
㈮

〜
凧
づ
く
り
〜

　

お
正
月
の
風
物
詩
「
凧
」。
日

本
に
は
、
平
安
時
代
以
前
に
中

国
か
ら
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

「
凧
」
の
歴
史
を
学
び
な
が
ら
、

楽
し
く
「
凧
」
を
つ
く
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

○
参
加
対
象　

小
学
生
以
上

　
（
４
年
生
以
下
は
保
護
者
要
）

○
募
集
人
員　

20
名

○
材
料
費　

２
百
円

○
募
集
締
切
日　

12
月
５
日
㈮

イ
ベ
ン
ト

〜
餅
つ
き
大
会
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
イ
ベ
ン
ト
〜

　

ま
ほ
ろ
ん
餅
つ
き
大
会
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
イ
ベ
ン
ト
が
同
時

開
催
さ
れ
ま
す
。
楽
し
い
イ
ベ

ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

是
非
、
ご
来
館
下
さ
い
。

○
日
時　

12
月
７
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時
30
分

※
申
込
不
要
・
参
加
料
無
料

○
問
い
合
わ
せ
先　

ま
ほ
ろ
ん

　

☎
21
―

０
７
０
０

　

12
月
４
日
〜
10
日
は
「
人
権

週
間
」
で
す
。

　

村
に
は
法
務
大
臣
に
委
嘱
さ

れ
た
２
名
の
人
権
擁
護
委
員
が

お
り
、
次
の
と
こ
ろ
で
「
特
設

人
権
相
談
所
」
を
開
設
い
た
し

ま
す
。
い
じ
め
、
体
罰
、
家
庭

内
の
問
題
、
近
隣
間
の
困
り
ご

と
に
一
人
で
悩
ま
な
い
で
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談

無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

○
日
時　

12
月
４
日
㈭

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

○
場
所　

村
保
健
福
祉
総
合
セ

ン
タ
ー

○
人
権
擁
護
委
員

　

古
宇
田　

栄
増

　

泉
崎
字
根
岸
前
36
―

２

　

☎
53
―

２
４
５
４

○
人
権
擁
護
委
員

　

兼
子　

春
枝

　

関
和
久
字
下
町
53
―

１

　

☎
53
―

２
０
２
６

　　

近
年
、
交
通
事
故
の
態
様
も

複
雑
化
し
て
、
そ
の
解
決
に
お

困
り
の
方
も
多
い
こ
と
と
思
い

ま
す
。
自
動
車
保
険
請
求
相
談

セ
ン
タ
ー
で
は
、
自
動
車
損
害

賠
償
責
任
保
険
並
び
に
任
意
自

動
車
保
険
の
請
求
に
つ
い
て
、

無
料
で
ご
相
談
を
お
受
け
し
て

お
り
ま
す
。

○
無
料
交
通
事
故
相
談
（
随
時
）

　

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
除
く
）

　

午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後
１

時
〜
５
時

○
無
料
弁
護
士
相
談
会

○
日
時　

11
月
13
日
㈭
、
11
月

27
日
㈭
、
12
月
11
日
㈭
、
12

月
25
日
㈭

※
要
予
約

　

㈳
日
本
損
害
保
険
協
会　

福

島
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ

ン
タ
ー

　

☎
024
―

521
―

１
２
９
５

　

村
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
心

配
な
こ
と
が
あ
っ
て
困
っ
て
い

る
方
の
た
め
に
心
配
ご
と
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
日
時　

11
月
８
日
㈯

　

午
前
10
時
〜
正
午
ま
で

○
会
場　

村
保
健
福
祉
総
合
セ

ン
タ
ー

○
相
談
員　

村
民
生
委
員

　

小
林
ひ
ろ
子
・
美
澤
貞
次
郎

○
問
い
合
せ
先　

村
社
会
福
祉

協
議
会

　

☎
54
―

１
５
５
５

○
日
時　

11
月
８
日
㈯

　

午
前
10
時
〜
正
午
ま
で

○
会
場　

村
保
健
福
祉
総
合
セ

ン
タ
ー

○
行
政
相
談
委
員

　

小
林
敏
明

　

泉
崎
字
谷
地
久
保
50
―
42

○
問
い
合
せ
先　

村
総
務
課

　

☎
53
―

２
１
１
１

募
集
募
集

催
し
催
し

催
し
催
し

相
談
相
談

相
談
相
談

相
談
相
談

相
談
相
談

i n fo rma t i o ni n fo rma t i on
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１．インフルエンザとは
　インフルエンザは、インフルエンザウイルスに感染することによって起こり、普通のかぜとは違う病気です。
　典型的な症状は、突然の高熱、頭痛、関節痛、筋肉痛などで、のどの痛み、咳、鼻水などもみられます。普
通のかぜに比べて全身症状が強いのが特徴です。感染力が強く、気管支炎や肺炎などを合併し、重症化するこ
とが多いのもインフルエンザの特徴です。

２．インフルエンザを予防するには
　（１）感染経路を断つ。
　　・人ごみを避ける。
　　・マスクを着用する。
　　・手洗いとうがいをする。
　　・室内の乾燥に注意する。
　（２）抵抗力をつける。
　　・十分な栄養と睡眠を心がけ、体力の維持に努める。
　（３）免疫をつける
　　・流行前に予防接種を受ける。

３．インフルエンザにかかったら
　・「かかったかな」と思ったら早めに受診し重症化を防ぎましょう。
　・安静にして休養をとりましょう。特に睡眠を十分とることが大切です。
　・脱水症状に気をつけて、こまめに水分補給をしましょう。
　・バランスのとれた消化の良いものを食べましょう。
　・体を冷やさないように、適度な部屋の温度と湿度を保ちましょう。

４．インフルエンザの予防接種について
　インフルエンザ予防接種の有効性は世界的にも認められています。わが国においても高齢者の発病防止、特
に重症化防止に有効であることが認識されています。
　法律で決められたインフルエンザ予防接種の対象者は、65 歳以上の方（接種日に 65 歳になっていること）
及び 60 歳以上 65 歳未満の方で心臓や腎臓、呼吸器に自己の身辺の日常生活活動が極度に制限される程度の障
害を有する方などです。
　しかし、予防接種を受けることの義務はなく、本人が希望する場合にのみ行います。
　実施期間は、平成２０年１０月２０日（月）～１２月２０日（土）で、自己負担は、１，０００円です。
　接種希望者は配布されたチラシをご覧の上、健康保険証を持参し、指定医療機関に予約して受けて下さい。
　詳しくは、保健福祉課までお問い合わせ下さい。（ＴＥＬ５４－１３３３）

インフルエンザを予防しましょう

子宮頸がん施設検診の実施期間は平成２０年１１月２９日（土）までです。
まだ受けていない方は、期間内に指定医療機関で受けてください。

　　　広報
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ク　ラ　ブ

　去る７月７日、私達食生活改善推進員１０名が、第一小学校・第二小学校を訪問し、６年生の給食を見学さ
せてもらいました。給食の残食が多いという実情があり“どうしたらより多くの子供達が完食できるか”を考
えることが目的です。
　７日の日の特別メニューは、炊き込みごはん・春雨スープ・酢の物・星のコロッケ・七夕ゼリー・牛乳でした。
　第一小学校では、給食の前に校長先生の特別講習がありました。４色のお皿に３色の野菜を盛りつけて「き
れいでおいしそうに見えるのは、どの色の組み合わせ？」という質問などで、料理は食器と色のバランスも大
切ということを学びました。
　私達の訪問とあって給食の時間が少しずれたようですが残食はほとんど無く、後片付けも手際良く、特に牛
乳パックをコンパクトにたたむのには感心させられました。
　ふだん食事時間が多くとれないことや、家庭での朝食のとり方など、いろいろな事情はあると思いますが、
これからの時代に活躍してもらいたいみなさんには家でも学校でも楽しく沢山食べて健康な身体をつくっても
らいたいと思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 パイン食楽部

　私たちの生命を維持するために欠くことのできない血液は、まだ人工的に造ることができません。さらに血
液は生きた細胞で、長い期間にわたって保存することもできません。輸血に必要な血液をいつでも十分に確保
しておくためには、絶えず誰かの献血が必要となります。皆様のご理解、ご協力をよろしくお願いいたします。

◆ 日　　時 ◆　　１１月２０日（木）
　　　　　　　　　午前９時３０分～正午
◆ 場　　所 ◆　　村保健福祉総合センター

　最近スプレー缶や卓上ボンベによるごみ収集車の火災事故が発生しています。
　スプレー缶等を出す場合は、中身を使い切り、必ず穴を開けてから出してください。
　○　穴を開ける場合、次の点に注意してください。
　　　必ず中身が無いことを確認し、火の気のない、風通しのよい場所で行ってください。

健康な血液が支える尊い命。

患者さんの生命を守るのは、

献血から生まれる愛の贈り物。

問い合わせ先　保健福祉課　☎５４－１３３３
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大木代吉本店様から、いただいた日本酒の「愛郷
の輝き」と各直売所の皆さんが作った昼食。旬の
食材を味わいながらの日本酒。最高の一日です。

参加してくれた韓国の大学生の皆さんも地元で
稲刈りをしているそうです。一束ずつはぜにバ
ランスよく稲を掛けています。

一握りを刈ってわきに置き、もう一度、一握り分
を刈り、この二つを一束として、わらで縛りま
す。

皆さん「ザクッ！ザクッ！」と夢中になって
稲を刈ってます。子供さんも稲刈り初体験！

参加者全員で記念撮影。お米の出来も最高！刈り取った稲が日本酒になるのが今から楽しみです！
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　国民健康保険泉崎村立病院が形態を変更し、介護老人保健施設と診療所として生まれ変わります。　このた
め、当施設を指定管理者制度により運営する（予定）財団法人脳神経疾患研究所では、意欲と情熱を持つ皆さ
んのご応募をお待ちしております。
　躍進を続ける南東北病院グループの一員として、一緒に働きませんか！

２　勤　務　地　　財団法人脳神経疾患研究所　泉崎南東北ケアセンター（仮称）
　　　　　　　　　（西白河郡泉崎村大字泉崎字山ヶ入５６）
３　応 募 方 法　　履歴書（写真貼付）、資格免許証写し（卒業見込みの方は、卒業見込証明書及び成績証明書）
　　　　　　　　　を郵送してください。（応募の秘密を含め、個人情報は厳守いたします。）
　　　　　　　　　履歴書の余白に「泉崎南東北ケアセンター勤務希望」と必ず記入してください。
４　選　　　考　　

５　待　　　遇　　財団規程による。
６　勤　　　務　　早番　７：３０～１６：００　　遅番　１０：００～１９：００
　　　　　　　　　日勤：８：３０～１７：００　　夜勤　１６：３０～　９：００
　　　　　　　　　（注）①　早番・遅番・夜勤は介護職員のみ適用、他は日勤です。
　　　　　　　　　　　 ②　勤務時間は、現在の予定時間です。
７　休　　　日　　勤務表による（年間休日数　１１１日）。
８　休　　　暇　　年次有給休暇・特別休暇・慶弔休暇・リフレッシュ休暇・年末年始休暇
　　　　　　　　　４週６休制
９　福 利 厚 生　　健康保険・厚生年金保険・雇用保険・労災保険加入・職員駐車場完備・研修制度充実
　　　　　　　　　育児休業制度・介護休業制度
応募書類の提出先及びお問い合わせ先
　　　財団法人脳神経疾患研究所　附属総合南東北病院　総務課人事担当：工平（くだいら）
　　　〒９６３－８５６３　郡山市八山田七丁目１１５
　　　ＴＥＬ：０２４－９３４－５６１８（直通）　ＦＡＸ：０２４－９３４－３１６５
　　　問い合わせ時間：月～土　９時～１７時
　　　ＵＲＬ　http://www.minamitohoku.or.jp       e-mail: info@mt.strins.or.jp

（注）②介護スタッフ及び③事務は、臨時職員となります。

職　　　種 募集人員 資　　　　　格　　　　　等 　　備　　　　　　考
①　介護福祉士 ２０名 介護福祉士国家資格（見込み含む） ①普通自動車運転免許が必要です。

②　介護スタッフ １０名 介護に関する資格の有無は問いません。 ②勤務シフトには夜勤も含まれます。

③　事　　　　務 若干名 資格は問いません。
①パソコン操作可能な方。
②医療事務経験者優遇。
③普通自動車運転免許が必要です。

介護老人保健施設　泉崎南東北ケアセンター（仮称）

１　募集職種等　

項　　　目 　　　　内　　　　　　　　　　　　　容

①　選考試験日時
１１月８日、１２月１３日、平成２１年１月１０日、２月１４日、３月１４日
各試験日の１週間前までに応募された方に、試験日を通知します。

②　選考試験場所 財団法人脳神経疾患研究所　附属　総合南東北病院（郡山市）

③　選考試験内容 書類審査　→　試験　（適正・作文・筆記（一般常識）・面接）
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【児童書】

【一般書】

○しんかんくん　ようちえんにいく
○ぼくの、ぼくの、ぼくのー！
○ないた
○キツネのおとうさんがニッコリわらっていいました
○きになる　ともだち
○崖の上のポニョ
○虹色ほたる
○マリと子犬の物語

（書　　名）　　　　　　　　　         （著　　者）
○雨の日も、晴れ男　　　　　　　　水野　敬也
○そうか、もう君はいないのか　　　城山　三郎
○天使の恋（上・下）　　　　　　　  sin
○告白　　　　　　　　　　　　　　湊　かなえ
○ザ・ロード　　　　　　　　　　　コーマック・マッカーシー
○誘拐児　　　　　　　　　　　　　翔田　　寛
○ひゃくはち　　　　　　　　　　　早見　和真
○きのうの世界　　　　　　　　　　恩田　　陸
○犯罪小説家　　　　　　　　　　　雫井　脩介
○カラスの親指　　　　　　　　　　道尾　秀介

図書コーナーより新刊のご案内

矢吹消防署泉崎中島分署
「火のしまつ　君がしなくて　誰がする」

　を統一標語として１１月９日（日）から１１月１５日（土）までの７日間にわたり、
秋季全国火災予防運動が行われます。
　皆様のご家庭や職場の火の元はいかがでしょうか。
　高齢化の進展とともに、住宅火災による死者数が増加の傾向にあります。
　特にお年寄りのおられるお宅はストーブなどの暖房器具の周囲は、いつも整理整頓に
心がけましょう

すべての住宅に住宅用火災警報器を

＊消防法により設置が義務づけられました。
既存住宅は、平成２３年５月３１日までに設置しましょう。

　　　広報
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地　区

診療日

白　　河　　地　　区
矢　吹　地　区 歯　　　　科

小　児　科 内　　　科
11月２日㈰ 関 医 院 千 葉 医 院 県 立 矢 吹 病 院 須 藤 歯 科 医 院
３日㈪ 関 根 医 院 関 根 医 院 小 針 医 院 高 久 歯 科 医 院
９日㈰ 樋口小児クリニック 南湖心のクリニック 渡 部 病 院 秋 山 歯 科 医 院
16日㈰ みうら小児クリニック ニューロクリニック 会 田 病 院 ひ ま わ り 歯 科 医 院
23日㈰ わたなべ子どもクリニック よこむら整形外科クリニック おおほりクリニック 円 谷 歯 科 医 院
24日㈪ おかざきクリニック 穂 積 医 院 きたむら整形外科 内 藤 歯 科 医 院
30日㈰ 岡﨑小児科内科医院 野村貫成堂クリニック 会 田 病 院 永 山 歯 科 医 院

12月７日㈰ 関 医 院 吉 田 外 科 医 院 小 針 医 院 ク リ ニ ッ ク お お ま ち
14日㈰ 関 根 医 院 わたなべ内科医院 渡 部 病 院 芳 賀 医 院 歯 科 室
21日㈰ 樋口小児クリニック ありがクリニック 会 田 病 院 早 坂 歯 科 医 院
23日㈫ みうら小児クリニック いがらし内科クリニック おおほりクリニック は や し 歯 科 医 院
28日㈰ わたなべ子どもクリニック 宇 都宮クリニック きたむら整形外科 古 市 歯 科 ク リ ニ ッ ク
31日㈬ 白河厚生総合病院 新 白 河 中 央 病 院 会 田 病 院 ほ ず み 歯 科 医 院

※休日当番医を受ける場合は、「しらかわ救急情報センター」にお問い合わせてください。
　しらかわ救急情報センター 　☎２３－９９０９

休 日 救 急 当 番 医 表

◇村立病院よりお知らせ◇　◆胃がん検診について

　「早期発見，早期治療で“がん”から身を守りましょう。」
　胃がん検診には，「胃Ｘ線検査」と「胃内視鏡検査（胃カメラ）」とがあります。
⑴胃Ｘ線検査
　硫酸バリウムの粉に水を加えてかき混ぜた「バリウム」という白い液体と発泡剤を少量の水で服用す
ることで胃の中で発生した「空気（二酸化炭素）」を使い、胃や十二指腸の粘膜の微妙な凹凸の変化を
Ｘ線写真上に描出する検査です。バリウムは白い陰影を作るのに対して、空気は黒い陰影を作るので、
胃や十二指腸の全体の変化がよく見えます。
⑵胃内視鏡検査（胃カメラ）
　ファイバースコープ（内視鏡）を口から飲み込み、
胃の中の様子を直接観察したり、先端部に内蔵した
カメラで撮影したりします。胃の粘膜に発生した小
さな変化でも見つけることができ、早期のがん発見
に効果を発揮します。なお、病変部の確認のために
細胞組織検査や胃潰瘍の原因のひとつである「ヘリ
コバクター・ピロリ菌」の検査も行う場合もあります。
　胃がんは早期発見、早期治療によってほぼ 100％

治癒するといわれています。特に異常がなくても定期的に（年１回）検診を受けることが何よりも大切
です。
●今月の眼科診療日
　11月10日（月）、11月17日（月）の午前９:00～午前11:30
　11月７日（金）、11月14日（金）、11月21日（金）、11月28日（金）の午後１:30～午後４:30

　《問い合わせ》　　泉崎村立病院　　５３－２４１５
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区 氏　名 所　　　属 区 氏　名 所　　　属 区 氏　名 所　　　属
１ 渡辺　智子 新潟大学３年 12 兼子　卓也 田村高校３年

サ　
　

ポ　
　

ー　
　

ト

岡部　達匤 学法石川高校１年
２ 前田　雅人 安積高校２年 13 テリー・コルバート 泉崎村教育委員会 兼子　侑大 仙台育英高校１年
３ 小松　歩太 泉崎中３年 14 星　　明博 泉崎中３年 兼子　太鶴 泉崎中２年
４ 佐川　佑磨 田村高校１年 15 佐々木真理 泉崎中２年 佐川　拓也 泉崎中２年
５ 箭内進太郎 田村高校２年 16 塩澤　裕也 ㈱秋山錠剤 岡田　孝宏 泉崎中１年
６ 井上　健太 田村高校２年 補欠 植田　伸一 ㈱秋山錠剤 沼田　優吾 泉崎中１年
７ 佐川信太郎 泉崎中２年 補欠 岡部　裕一 田村高校３年 岡部　礼悠 泉崎中１年
８ 近藤　和輝 泉崎中３年 補欠 田崎　陽介 白河旭高校２年
９ 兼子　奈緒 泉崎中２年 補欠 田崎　貴成 泉崎中３年
10 瀬戸　隆行 泉崎村教育委員会 補欠 大森　真美 泉崎中３年
11 磯貝　郁未 白河旭高校２年 補欠 小林　里沙 泉崎中３年

ガンバレ泉崎チーム‼
第20回市町村対抗福島県縦断駅伝競走大会
日　　時　平成20年11月16日㈰
スタート　前半　午前７時50分　　　白河市総合運動公園陸上競技場
　　　　　後半　午前10時14分頃　　開成山陸上競技場
ゴ ー ル　午後　１時00分（予定） 福島県庁

■監　　　督　田崎　貴紀　㈲タサキ印刷　　　■ヘッドコーチ　関谷　正文　自営業　

■コ　ー　チ　近藤　桂章　泉崎中教諭　　　　■コ　ー　チ　中野目雄基　二本松郵便局

■マネージャー 　大塚　志穂　郡山女子大学２年

泉崎村チーム選手団
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中
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高
校
生

又
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シ
ニ
ア

男
子
中
学
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又
は
シ
ニ
ア

男
子
高
校
生

又
は
中
学
生

男
子
中
・

高
校
生

又
は
シ
ニ
ア

女
子
中
学
生

又
は
シ
ニ
ア

Ｓ
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Ａ
Ｒ
Ｔ

Ｇ
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白
河
市
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

サ
ン
フ
レ
ッ
シ
ュ
白
河

大
沼
体
育
館
前

泉
崎
さ
つ
き
公
園
前

矢
吹
町
役
場
内

鳥
見
山
陸
上
競
技
場
内

須
賀
川
市
役
所
内

ゼ
ノ
ア
ッ
ク

日
本
全
薬
工
業
前

開
成
山
陸
上
競
技
場
内

行
健
小
学
校
内

日
和
田

平
成
記
念
郡
山

こ
ど
も
の
も
り
公
園
入
口

本
宮
市

白
岩
屋
商
店
前

大
玉
村

イ
イ
ジ
マ
前

二
本
松
市
役
所
内

松
陵
中
学
校
前

二
本
松
市

安
達
支
所
内

福
島
大
学
入
口

福
島
県
庁

　

福島県縦断駅伝コース図（96.2 ㎞）

ゼッケンは赤の№46
目標は市を超える総合優勝‼

　郷土のため１本の襷に熱い思いを込めて走る泉崎村選手
団に温かいご声援をお願いします。
　なお、第３区のさつき公園前は午前８時30分頃通過予定
です。

※大会当日区間走者の変更がある場合があります。
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県
中
学
駅
伝
男
子
４
位
入
賞
!　

女
子
28
位

　

第
51
回
県
中
学
校
体
育
大
会
駅
伝
競
走
大
会
が
８
日
㈬
、
南
相
馬
市
馬
事
公
苑
周
辺

の
周
回
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
、
県
南
大
会
（
地
区
予
選
）
を
勝
ち
抜
い
た
泉
崎
中
学
校
駅

伝
部
の
男
子
・
女
子
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

３区走者　田崎貴成くん

近藤和輝くん（左）、小松歩太くん（右）

◎小松歩太くん（泉崎中３年）
２区区間賞　泉崎中特設駅伝部主将
　僕は、全国中学駅伝とその表彰台を目
標として、つらい練習を仲間と一緒に乗
り越えてきました。
　結果は４位でしたが、区間賞をとるこ
とができました。駅伝を通して目標に向
かって努力することの大切さ、努力する
楽しさを学びました。
　いつも笑顔で支えてくれた近藤先生、
励まし応援してくれた瀬戸さんに心から
感謝しています。ありがとうございまし
た。

◎近藤和輝くん（泉崎中３年）
４区区間賞・区間新記録
　僕の県駅伝の目標は優勝して全国駅伝
・東北駅伝に出場することでした。そし
て今まで僕たちを支えてくれた家族や近
藤先生、瀬戸さんに恩返しをしたいと思
っていました。近藤先生は僕たちがつら
い顔をしていると、いつもさりげなく笑
いをあたえて心を救ってくれました。瀬
戸さんは仕事が忙しいときも毎朝、朝練
習にきて心の強さ、人生の中で何が大切
かを教えてくれました。
　そんな２人に恩返しをしたいと思って
いました。しかし、結果は４位。とても
悔しくてやりきれない気持ちでした。で
も近藤先生は優しく『良くやった』と励
ましてくれました。いつか必ず恩返しが
したいと思います。個人の結果は４区新
記録で区間賞。これは自分にとって自信
という大きな財産になると思います。今
まで応援してくれた方々、本当にありが
とうございました。

区間賞‼

【結　果】
＜男子　第４位　５７分４６秒＞
１区　佐川信太郎（２年）　　９分３７秒
２区　小松　歩太（３年）　　９分０５秒◎区間賞
３区　田崎　貴成（３年）　１０分０７秒
４区　近藤　和輝（３年）　　８分５９秒◎区間賞（新）
５区　星　　明博（３年）　１０分０５秒
６区　兼子　太鶴（２年）　　９分５３秒

＜女子　第２８位　４４分１５秒＞
１区　兼子　奈緒（２年）　１１分１４秒
２区　佐々木真理（２年）　　６分５４秒
３区　小林　千佳（３年）　　７分２０秒
４区　大森　真美（３年）　　７分２３秒
５区　小林　里沙（３年）　１１分２４秒

＊出場チーム数　男女各３６チーム

駅伝
そし
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リ
レ
ー
ト
ー
ク

　

幼
少
時
に
家
族
で
泉
崎
に
移
り

住
ん
で
か
ら
、
も
う
三
十
五
年
が

経
ち
、
今
で
は
一
人
息
子
も
十
九

才
、
車
の
運
転
が
出
来
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

昔
か
ら
、
お
天
気
が
良
い
と
ど

こ
か
に
出
か
け
た
く
て
た
ま
ら
な

く
な
る
所
が
多
分
に
あ
り
ま
し
た

が
、
特
に
こ
こ
一
年
は
、
日
帰
り

で
き
る
ぐ
ら
い
の
近
郊
で
景
色
の

良
さ
そ
う
な
所
が
あ
る
と
、
家
族

で
出
か
け
て
四
季
の
美
し
い
景
観

を
堪
能
す
る
、
と
い
う
の
が
私
の

中
の
一
番
の
楽
し
み
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
ん
な
中
で
今
年
の
四
月
、
と

っ
て
も
身
近
な
場
所
で
素
晴
ら
し

い
景
色
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
気
付

き
ま
し
た
。
泉
崎
村
内
の
至
る
所

に
広
が
る
桜
並
木
で
す
。
今
ま
で

長
い
間
、
泉
崎
に
住
ん
で
い
て
桜

の
木
が
あ
っ
た
こ
と
に
は
気
付
い

て
い
た
は
ず
な
の
に
、
そ
の
桜
の

木
に
花
が
満
開
に
咲
い
て
い
る
と

こ
ろ
を
、
き
ち
ん
と
見
る
こ
と
な

く
過
ご
し
て
き
て
し
ま
っ
て
、
今

年
の
春
に
な
っ
て
や
っ
と
、
そ
の

美
し
い
景
観
に
気
付
く
こ
と
が
で

き
た
の
で
す
。
あ
ん
ま
り
に
も
き

れ
い
だ
っ
た
の
で
、
休
み
の
日
に
、

用
も
な
い
の
に
車
で
の
ん
び
り
村

内
を
一
周
し
て
、
ゆ
っ
く
り
桜
を

見
て
回
っ
た
程
で
す
。

　

そ
の
後
、
春
以
降
も
ち
ょ
こ
ち

ょ
こ
近
郊
に
出
か
け
て
は
、
自
然

を
た
く
さ
ん
満
喫
し
て
き
ま
し
た
。

袋
田
の
滝
や
、
塔
の
へ
つ
り
、
そ

れ
か
ら
伊
佐
須
美
神
社
の
あ
や
め

等
、
日
帰
り
で
き
る
範
囲
で
き
れ

い
な
所
は
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。

　

で
も
、
私
の
中
で
は
泉
崎
の
春

の
桜
景
色
が
一
番
感
動
的
で
強
く

印
象
に
残
っ
て
お
り
、
今
か
ら
も

う
、
来
年
の
春
が
楽
し
み
で
待
ち

遠
し
く
て
た
ま
り
ま
せ
ん
。

（
次
回
は
、
菊
地
正
浩
さ
ん
へ
バ

ト
ン
タ
ッ
チ
）

星　千賀子
（踏瀬字池ノ入）

94

〒969―0101　泉崎村大字泉崎字新宿2

泉 崎 村 総 務 課
TEL 0248―53―2111　FAX 0248―53―2958
ホームページアドレス
http://www.vill.izumizaki.fukushima.jp/
E-mail soumu@vill.izumizaki.fukushima.jp

　
　

泉
崎
俳
句
会

捨
て
南
瓜
畑
に
風
を
聴
く
ば
か
り　
　
　
　
　
　

光　

郎

子
の
指
を
じ
っ
と
見
つ
め
る
赤
と
ん
ぼ　
　
　
　

く　

に

一
雨
の
芒
と
な
り
て
そ
よ
ぎ
け
り　
　
　
　
　
　

タ
カ
子

す
ぐ
そ
ば
に
山
の
来
て
ゐ
る
秋
の
暮　
　
　
　
　

輝　

男

地
ビ
ー
ル
で
乾
杯
す
る
や
京
の
夜　
　
　
　
　
　

鈴　

子

点
々
と
蠟
燭
灯
る
虫
の
宿　
　
　
　
　
　
　
　
　

洋　

子

七
人
の
句
会
始
ま
る
時
鳥　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
つ
え

青
竹
の
酒
と
串
鮎
火
に
か
ざ
す　
　
　
　
　
　
　

慶　

奈

野
佛
の
周
り
を
飾
る
彼
岸
花　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
甲

ひ
と
り
に
は
大
き
す
ぎ
た
る
南
瓜
か
な　
　
　
　

直　

子

鑑
賞
句

掛
稲
の
す
ぐ
そ
こ
に
あ
る
湯
呑
み
か
な　
　

  

波
多
野　

爽
波

　

収
穫
の
盛
ん
な
様
子
が
伺
え
ま
す
。
今
と
ち
が
っ
て
昔
は

一
株
ず
つ
鎌
で
刈
り
何
株
か
を
ま
と
め
て
稲
藁
で
束
ね
、
棒

に
掛
け
て
天
日
干
し
に
す
る
の
で
す
。
そ
の
掛
け
た
稲
の
そ

ば
に
あ
る
水
の
入
っ
た
大
き
な
や
か
ん
と
湯
呑
み
が
働
く
人

の
疲
れ
を
癒
し
て
く
れ
ま
す
。
こ
の
句
は
小
さ
な
湯
呑
み
を

詠
ん
で
忙
し
く
働
く
人
達
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

                                                      

五
十
嵐　

直
子

はっぴいばあすでい　…１才になりました…

みんなの広場

五十嵐好
こうせい

誠くん 小針　愛
あい

理
り
ちゃん 後藤　彩

あや

花
か
ちゃん 野木　遥

とう

渉
わ
くん

みなさんが日ごろ考えている、さまざまなご意
見や、要望、日常生活での出来事などをお寄せ
ください。写真やイラスト、絵画などの作品も
募集しています。ただし、中傷や営利目的のも
のはご遠慮ください。また、紙面の関係で掲載
できないこともあります。匿名希望、ペンネー
ムでも結構ですが、必ず住所、氏名、電話番号
をお知らせください。

平成２１年度泉崎村児童クラブ登録希望者募集

平成２１年度泉崎村保育所入所者募集

「出会い＆ふれあいの会」参加者募集

○対　　　　象　平成２１年度に小学校１年生から３年生になる児童。
　　　　　　　　幼稚園に通園し児童館に登録する児童と兄弟の園児。
○会　費　等　（月額）負担金３千円・会費２千円
○募 集 期 間　１１月１０日（月）から２１日（金）
○申 込 方 法　保健福祉課・児童館にある申請書に必要事項を記入し、住民票謄本、雇用証明書（同居者

で就業している方全員）を添付のうえ提出してください。
○そ　の　他　現在の登録児も新たに申請手続きが必要となります。
○問い合わせ先　村保健福祉課　　☎５４－１３３３　　村児童館　　☎５３－３６３５

○対　　　　象　保育に欠ける０歳児～就学前の乳幼児
○募 集 人 員　５０名　※なお、０歳児（生後６ケ月から）については定員１０名です。
○保 育 時 間　平　日：午前７時３０分～午後６時３０分　　土曜日：午前７時３０分～午後５時
○募 集 期 間　１１月１７日（月）～１２月５日（金）
○提 出 書 類　入所申込書
　　　　　　　　参考資料として平成２０年中所得の源泉徴収票の写し（両親）
　　　　　　　　在職証明書（就業、内職、自営含む ･･･ 母親のみ）
○申 込 方 法　村住民生活課、保育所に備えてある申込書に必要事項を記入し、その他書類を添付のう

え提出してください。
○そ　の　他　現在の入所児についても新たに申込手続きが必要となります。
　　　　　　　　保育所では、随時見学や体験入所を受け付けております。
○問い合わせ先　村住民生活課　　☎５３－２１１２　　村保育所　　☎５３－３６１９

真剣に結婚を望んでいる独身の男性・女性のための「出逢いの場」を提供するパーティです。
また、パーティでの出逢いをより素敵なものとするために、講習会を実施します。講習会の参加は希望者
のみです。講習会のみの参加はできません。
○イベント内容　パーティ：フリートークと告白タイム等　　講習会：詳しくはお問い合わせください。
○開 催 日 時　１２月２１日（日）パーティ：午後３時～７時
○会　　　　場　鹿島ガーデンヴィラ（白河市）
○参　加　料　パーティ：男性３，０００円／女性２，０００円　講習会：男女とも無料
○募 集 人 数　男性５０人（白河市及び西白河郡在住）、女性５０人（県内・県外からでも参加可能）
　　　　　　　　※応募多数の場合は抽選となります。
○申込受付期間　１１月１０日（月）～１２月４日（木）まで
○申 込 方 法　電話またはEメール
○申込・問合せ先　「ふれあいの場」創出事業実行委員会事務局（白河市地域づくり課内）
　　　　　　　　Eメール　chiiki@city.shirakawa.fukushima.jp　泉崎村事務局　産業振興課　☎ 53-2430

　

お
子
さ
ま
名　

父
母
名

渡
邉　

悠ゆ
う

陽ひ

ち
ゃ
ん

　

利
一
さ
ん
・
伸
子
さ
ん

緑
河　

の
の
か
ち
ゃ
ん

　

正
顕
さ
ん
・
由
美
さ
ん

石
井　

希き

和わ

ち
ゃ
ん

　

伸
明
さ
ん
・
沙
織
さ
ん

中
野
目　

汐し

璃お
り

ち
ゃ
ん

　

誠
さ
ん
・
加
奈
子
さ
ん

橋
本　

清せ
い

吾ご

く
ん

　

一
清
さ
ん
・
裕
美
さ
ん

星　

紗さ

幸ゆ
き

ち
ゃ
ん

　

敦
さ
ん
・
幸
恵
さ
ん

髙
久　

怜れ
い

花か

ち
ゃ
ん

　

順
一
さ
ん
・
友
子
さ
ん

大
塚　

憲
郎
さ
ん
・
昌
子
さ
ん

佐
藤　

孝
大
さ
ん
・
幸
恵
さ
ん

海
上　

洋
美
さ
ん　
　

54
才

白
石　

玉
井
さ
ん　
　

99
才

行
武　

ト
キ
子
さ
ん　

82
才

橋
本　

廣
美
さ
ん　
　

81
才

星　
　

サ
キ
さ
ん　
　

87
才

中
野
目
タ
ツ
ノ
さ
ん　

92
才

お
め
で
た

お
く
や
み

お
い
わ
い
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27
㈭

○英会話講座
○なかよしクラブ

28
㈮

○６年生中学校見学会
○発表会予行練習
燃えるごみの日

2929
㈯㈯

○土曜登録児受け入れ
休肝日

3030
㈰㈰

12/1
㈪

介護保険料第５期、国民健康保
険税第５期、固定資産税第３期、
集落排水使用料第４期、村営住
宅使用料１１月分、後期高齢者
医療保険料第４期納期限
○個別懇談（１日～５日）

2
㈫

○ 3・4 か月児健診（対象者：
平成 20 年 7 月～ 20 年 8 月生
まれ）午後1時～ 1時 30分
9・10か月児健診（対象者：平
成 20 年 1 月～ 20 年 2 月生ま
れ）午後1時～ 1時 30分
○筋肉を貯える「貯筋会」
燃えるごみの日

3
㈬ 資源ごみの日

4
㈭ ○英会話講座

5
㈮

燃えるごみの日
燃えないごみの日

66
㈯㈯

○よい子の発表会
○こども体験くらぶ

77
㈰㈰
8
㈪ ○繰替休業日

9
㈫

○なかよしクラブ自由参加日
○筋肉を貯える「貯筋会」
休肝日
燃えるごみの日

10
㈬

資源ごみの日
粗大ごみ戸別収集日

12
㈬

○峠節保存会
資源ごみの日

13
㈭

○文化祭表彰式
○英会話講座

14
㈮ 燃えるごみの日

1515
㈯㈯

○芸能発表会
第20回ふくしま駅伝大会開会式
消防団防御訓練
○土曜日登録児受け入れ

1616
㈰㈰ 第20回ふくしま駅伝大会

17
㈪
18
㈫

○筋肉を貯える「貯筋会」
燃えるごみの日

19
㈬ 資源ごみの日

20
㈭

○英会話講座
献血

21
㈮

第６回泉崎新そばまつり（泉崎
村物産展）（２１日～２３日）コ
ラッセふくしま
○成人学級
○成人学級生との交流会
燃えるごみの日
燃えないごみの日

2222
㈯㈯

○保護者会主催「もちつき交流会」
○囲碁・将棋大会

2323
㈰㈰ 勤労感謝の日

2424
㈪㈪ 振替休日

25
㈫

○筋肉を貯える「貯筋会」
○個別懇談（２５日～２７日、
１２月１日～２日）
燃えるごみの日

26
㈬ 資源ごみの日
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「広報いずみざき」は再生紙を使用しています。

■今月の納期
　12月１日まで　•介護保険料第５期　•国民健康保険税第５期　•固定資産税第３期　
　•集落排水使用料第４期　•村営住宅使用料11月分　•後期高齢者医療保険料第４期納期限 

　　　　　　　　 人　口　　　　人　口　　   合　計　      世帯数
（９月１日現在）男  3,279人　　女  3,484人　　6,763人　　　1,964戸
（10月１日現在）男  3,271人　　女  3,480人　　6,751人　　　1,961戸

　：農村環境改善センター　　：保健福祉総合センター　　：資料館　　：保育所　　：幼稚園　　：児童館　　：中央公民館

　：第一小学校　　：第二小学校　　：中学校　　：トレーニングセンター　　：さつき公園　　：村立病院　　：弓道場　　：ソフト球場
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11月の行事11月の行事
１１
㈯㈯

○村民文化祭（１日～２日）
○音楽祭
○幼稚園（年長児参加）
○土曜登録児受け入れ

２２
㈰㈰

○第３回産業収穫祭
○スポーツフェスタ 2008 いず
みざき

３３
㈪㈪ 文化の日　　

４
㈫

○学校自由参観、給食試食会
（４日～５日）
○学校自由参観（４日～５日）
○Cook ＆ cooking
燃えるごみの日

５
㈬

○峠節保存会
○環境安全点検日（職員）
資源ごみの日
粗大ごみ戸別収集日

６
㈭

○英会話講座
○読み聞かせ会

７
㈮

○新入園児体験入園
○保育参加（親子人形劇鑑賞会）、
クラス懇談会
○峠節保存会
燃えるごみの日
燃えないごみの日

８８
㈯㈯

○心配ごと相談・行政相談所開
設午前10時～ 12時
○○学習発表会

９９
㈰㈰ 休肝日

10
㈪

○防火パトロール
○○繰替休業日
○こども体験くらぶ
○三者面談（１０日～１４日）

11
㈫

○筋肉を貯える「貯筋会」
○なかよしくらぶ自由参加日
燃えるごみの日
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泉崎さつき温泉
（泉崎カントリーヴィレッジ）

☎0248－53－4211

日帰り入浴 100円割引券
有効期限：Ｈ20.12.31

●１枚につき１名１回限り有効、来館時
に提出してください。
●年間利用券、回数券との併用はできま
せん。
●本券は現金との引き替えはできません。

Coupon 11
泉崎さつき温泉
（泉崎カントリーヴィレッジ）

☎0248－53－4211

日帰り入浴 100円割引券
有効期限：Ｈ20.12.31

●１枚につき１名１回限り有効、来館時
に提出してください。
●年間利用券、回数券との併用はできま
せん。
●本券は現金との引き替えはできません。

Coupon 11
泉崎さつき温泉
（泉崎カントリーヴィレッジ）

☎0248－53－4211

日帰り入浴 100円割引券
有効期限：Ｈ20.12.31

●１枚につき１名１回限り有効、来館時
に提出してください。
●年間利用券、回数券との併用はできま
せん。
●本券は現金との引き替えはできません。

Coupon 11


